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方言録音資料ンリースー一一一・　4

岐阜県不破郡垂井町岩手方言

奥　村　三　雄編

1　9　6　8



　このテキストは，総合研究r地方における話し

ことば教育法改善のための基礎的研究」（代表者

大石初太郎）の一部として，砺究用の資料として作

られたものである。

　方言の録音方法，方言の表記の方法などのあら

ましについては，別に作った「方言の録音とテキ

ストの作成について」（国立国語研究所話しことば

研究室編）を参照されたい。

　ここに牧めた方言の録音とテキストの作成と

は，岐阜大学助教授奥村三雄が担当した◎
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収録地点とその方言について
　　　　　　i

言．収録地点名：岐阜繋不醸郡垂井跡岩手漆原く．旧岩手村漆原）

7収録地点の概観
　　　　純粋の農村。垂井晦全体の性絡は別として，旧岩手村内は，殆んど農業といえる。旧岩手村

　　　の中に，竹中半兵衛髄係の腐跡力覇り，関ケ原関係の吏瞳あり6棄海道線壷＃駅からバス10

　　　分弱ゼ東海道線新垂井歓ふら徒歩Zi　10分余り。

3．叡録した方言の特色

　　　○もともとジ美濃方言は，東日本方言と西日本方雷の緩衝地帯とみなされるが，その中でも，

　　　　西美濃垂拝町・関ケ原町（一不破郡西部．〉．地方橘その撃幣炉最も濃厚である。

　　　・アク㌣ト備に一．・・．二郷訓の郵こおけるその性騨・早くから注目されていて・垂井

　　　　式アクセン｝の名称さへ通用している状態であるが，その他の面でも，やはり，緩衝地炉

　　　　的性格が顕著である。

　　　　この文掌花盗料中でも，1ご入行五段動詞連用形におけ1るウ音便（飼オタ）と促音便（飼ツタ）

　　　　の湿稽∫ヨー拍名詞長音化傾向等，『いろんな現象が認められる。

　　　○従来《ai平様音の変化しない》という事が，，．この地方の特色（東美農中美濃に対し）

　　　　とされていたが，．実際にはこの資料中かなり頻繁に変化形が認められ、将来の研究テーーマと

　　　　なりそうである。

議地点選定の理由
　　　　担当範囲は東海地方及び近畿地方と考えられるが；’き’Likらてその両勢力の鍍触飽帯が注自

　　　される。その接触地帯としては，美濃西部と，近江三部の両三が挙げられる。その中，アクセ

　　　ント等の性格からかんがみて欝欝町方言が最も興味深い様である。
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表　記　に　つ　い　て

〔指定の字母以外に債用した字母・および使用した補助記号）

語例と意味 （標準語訳）

d紛：te（P．6），

咲黷撃昼^（P．7）

（出して）

i参る）　・

（1｝表記は大体9「方書の表記について」（瞬研ig66－10　一一　20）に従ったb

（2｝分ち書きは，大偽文節（orそれに準ずるもの）単位とした。

　　但し音声変化や意味の慣粥性その他の闘係で　筋謂文節論的に二単位のものを一単位と

　　してとり扱った場含がある。例えば

　　搬ぱづ④…t・ju：（と諦）カい“”c」・・の如偬・飢た様鰐飢

　　　　　　ゆ一・・・…6…㈱ん…細緻謝喩・てい・様∫等

　　　　　　　　　な場合
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（鉛　世　間　話

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　録音β時　1967年3月3日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　録音場析　垂弁防岩手漆原

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅野ふみえ政宅

話し手

　（略号）’、低　名ジぐ盤別）（生　年）1傭礫）（居　　　住・　・歴y

　　K児玉きぬえ女明治32年生農美：大垣欝字棺（0～18），垂＃町岩手漆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原（18～）．、

　　A　　浅野ふじえ　　〃　　　〃26年生　　〃　　垂井町府中市尾（0～18），垂井町岩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手漆原（18～）

　解説：この録音に盗りt主に質間してもらう予定だった人（浅野ふみえ氏＝＝　±地の入）が蚕繕し

　ない間，虐由1こ話してもらったもの。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’・

　④補聴器を，浅野氏が使用しているので，それについて（p．5～p，8）

’◎児玉氏の家族の人の目寵（ものもらい）の事　　　　（駐8～玖ユi）　’（

〈イ｝補聴器のこと

K　wqt，asi，ra　ano　terebide　jaqtemo　terebi　komako：
　　私等は、　　　　あの　　テレビで　　　　　やっても　　　　テレビが　　　細かく

　　ucuqto　baqcja　hame：temi：ja　hamete　mi：」．a
　　映ると　　　「ばあさん，　はめてみなさい，　　　　　はめて　　　みなさい」

　　cude　hamete　mitemo　wq：　cjogtomo　ki，koeheNwa一
　　というから　はめて　　　みても　　　、ワー　　少しも　　　　　聞えないよ

〈A器憲Nta凱：繍ka＞翻◎巷諜dOl脊繋bト

　　de　ita　ci　：　sai　koede・　suqto　ki　koehe　Nj　，a　r　g，．　u　dyi　de

　　でね，　　小さい　　　　声で　　　　楽には　　　聞えないでしょう。　　　　それで，

　　s：o｛quona；　hamete　m｛：la　c緯d．e　〔笑〕　clgq‡omg
　　k．いっをね一　　　　「はめて　　　みなさい」　と言うから。　　　　少しも

　　k三koeheN
　　聞えない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一5一



1曳　jaqpa　korena：　ma：　se：　dee：te　hamecukena
　　やはり　　　これね一・　　　まあ，　精を　　出して　　　はめつけなければ

繋9撒wa＜K温t鵬na＞凱鵬瓢ldena：

　　．wa：．Nto　IU：dena

㌶∴∴：，。、i，、d。m◎an。，。，eb、n。一j．Cu

　　フン，　やはり　　　私等でも　　　　　　　　あの，　テレビの　　　　イヤホーンを

膿・・r黙・m哩1、膿写、・も…m・黙寵・・4蓋・

A．． ｹ隷wa．．．搬蝶贈ちia「o〈K　uN　　ウン〉鞘。裁醜0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ

．螺搾9．．瓢鵬獄農擬N膿餌く繰紫＞

　　kik◎eru　ho：e　kakena：　cu聾、bo獄。　ho：e　kaker疑t◎
　　　聞える　　　　方の耳ぺ．かけなければジ　つんぼの　　　方の耳ぺ　かけると

　　naN簸1mo
　　何も。

蕉　 naNnimo　kikoe：heNjarona　 atasim6　koqc圭Oa
　、．、珂．も：　　闘えないでしょうね・　．　秘　　、　こ．ちらが

　．．1kikoe：he’1，1’

　　開之㌃裕。．＝　．・　．∴．．．

且naNnimO　kik6e：hebg　CutaeSaNnoj・：fi・i　iCUme
　　珂も．．．．＿職ない・　　つたえさんの様に　　　　し・つも

細0． |鵬辮、「utona〈獅〉霧翌，ll撒・u

＜K．瓢吟詠nipぜ。．駅膿u卿

繊1轡く置W翻㌍：N＞㍉麗m◎卿噛鶏二sin’

　　h。k。：t，a，a〔笑ゴ　　　　　
　　放ってある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．．．．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－6一



醜mo留。．恥三田鰯2a懲鵬「Q＜惣｛

鴇環ρ　〉～榔「an．◎な呈墨澱協ot駅、∵羅：　

　　・i・／f’・・…・・’・・油h・q…a・◎三・’Uiくご・m・’k・・n・

　　嚇ちね「・．．谷へ・、そし嫡　それを堕も．。かも

　　hokOde　oite　1｛okode‘clb：secusit．aruNlade
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　そこに　置いて・にごで調鰍璃る樋か←．

　　kaketoruto　e：kedo　kaketoraNto　akal，l　ciqte
　　　かけて・騰と　．よいけれど　かけて堕いと　・だめだ」と言・て・

A　ho二．zja　ho：zja　kakecukeNnaraN　◎kju：saN　kol’1a：一
　　．そうだ・：そうだ．．、かけ．つ！ナな1ナればいけ糖’・　お．きの．さんは・この

　　ni　iCumG　kamO　OteraSaNe　m∂e：rutO　kakete　gO一
　　頃あっも　かも・．塒さ夕へ．　参ると　．かけ覧　い

細く胆：。N＞s翻a鳩1舗搬．a．語脚

濫　kakecukena　akaN　i．¢tt　mo　k「amo　laqPa　kak鹿ukeru一
　　かけつけfs　c当れば、　だめだ・　．、恥？も　、塑もρ　．やはり　　．か曾つけう、．

　　tO　ano：terebinO　lacUdemO　ho：jamO　CI◎qt◎mO
　　と，　あの一，　テレビの　　　　イヤホーーンでも　　同じだもの．。　　少しも，

　　hoNllamoN　kake重aqt・e　tama総i　kaketaqte　kikoe一
　　そんなもの，　　　かけてみても……　　たまに　　　　かけても　　　　　　聞え

　　heNmo
　　ないもの。

Aso：zjaro　huN　kakecukena　akaNwa　soreni＝laq一
　　そうでし・う・　フン・．．．、か！ナ？けな臆ぱ　だめ樽・、．．それに　　やは

9，I　Z懸翫」as呈na甥黙lwa、ぐ0戸畑fξO＞，

　　soNdake1｝o　 koto｛〕ana
　　それだけξ）　　　　事がね。　　　　　　　　　　、，：

監　meDanedem．O　kak6cuketoruto　ci導au　〔戸の音）『
　　囎でも　　　かけつけていると　　　櫛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一7一



　　　　〈K．』暴㌧脚〉潔Jedemo・㍉留。脚。㌦繋濃uto・

　　　　mep／，a　ra：．k・unajo：．na　kiN，　su，rukedona：　meDan．e
　　　　9が　　，楽な様な　　　　　　　気が　　するけれどtR　一一，　　　眼鏡を

　　一．k．・ake・N，t・Si9・t・an・．：，　RaNZ◎Cj・b・qt・S．1・：t・
　　　　．かけないと，　．仕事，　　　あの一t．．何か　　　少し　　　　　しょうと

　　　　・mOU・t・．：ciqt・m・mie：li　eNni（笑〕
　　　　思うと　　　少しも　　　　．．見えない。

　　A　ho，qtefia：　naNzja　sjaN　ko：，ju：　huci　dayuiyva
　　　　そしてね一t　　　何か　　　　　しら，　　こういう櫨こ　目の縁が　だるいよ。

　　　　＜K甥d器鷲wa＞》黙emo㌦瓢￥凱。・’．螂k針

　　　　｝獄鼠くK秘蟹a旧穀三三蕊。胤t◎na＞．畿楓細．．

，　cukaerujo：nq．．mo　N．　de　zi，do：：　sja　mienomae　kurujo：一
　　　　つかえる直な　　　　　　t／もので・　　　自動車が　　　　　蔭の前へ　　　　来る様

　　　　緊，〈K診》鷲emo憶ド舞0㌃麗麗ana

　　Y．Tx　kus．eno　moN・」　ewana：　，，，
　　　　くせの　　　ものだよね一。

　回ものもらいのこと

　gft．　a．　k・i．　／e，saN　．c．ig，to　m，．e　，jg．：　．，　naqtakEe：na　．　．　．．．，．

　　　　あきえさん　．少しは、　鼠が　よく、　なったかね？

　　Xg　uN　dee　：　b　g．，　ha　re．　．h－i　．：　，1　ani

　　　　ウン・大分　はれが　瞥y咋よ・　　　　　　．　　，．・

　　一ag　huNnara　iciNcino　koqte　k．i　Nno　．iciNcij・a　r，p，
　　　　それなら　　　　一一　Nの　　　　　　　事で，　　　眸賃　　　　一鼠でしよう？．

　　　　otoc．ui　iqt，ad，．e．，　，，，．・　．　．　・・．，　，，，
　　　　一昨日　　　　行ったんだカll．ら。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一‘8一一



K　uN　dee：btt　hare　hi　：’tena：　kjo：mo　mo：　kakeNto
　　ウン，　大分　・　．はれが　　ひいてね一t　　　今日も　　　「もう　眼帯をかけないで

　　o　1〈　oka　sja　｝i　i　qte　goz　aqtaN　j’　at　e　hoNd　emo　ma　ti　a［　i，　，／・

　　おこうかしらん」罐〆いら減んだ干r　それでも　又

　　kaze　huitari　bEe：kiN　hee：・r－uto　akaNd6qte　mata
　　「風が　吹いたりして，　ばいきんが　　入ると　　　いけないかち」と言って又

　　ima　kakecuketena：　ga・q’ko：de　kobina　lnoN　kaketo一
　　今　　　かけつけていてね一a　　　　「学校で，　　　　こんな　　　ものを　　かけて

　　qto　g，　aq　ko　：　de　da　reN　’detoruj　ara　ei　q’t　om　’o　m－i　e一

　　いると，　学校で　　　　　．聯が　　　　出ているのやら　　　　少しも　　　　　見え

　　heN　（ge）　majumi　detoqtakaqte　ciqtomo　mtieheN
　　ない」…　　　　　「マユミが　　　出ていても　　　　　　　少しも　　　　　晃えない」，

　　teqte　gozaqta　．nara　gaqko：de　hazuitorja：
　　と言って　　いられた。　　．「それなら　学校で　　　　　　外していれば

　　e：ganaq　tete
　　いいがね」’　　と奮って，

A　h疑N　hO：Zja　　　　　　　　　　　　い
　　フン，　そうだね。

K　mi　ci　aruku　no　j　aq　pa　kaze　a　t’　・a　qt　ar　in　ti　，N　1〈　a’　’　su　i’　u一　”，

　　道を．」」一．歩：くのは，　　　やはり　　　風が　　あたったりなんか　　　　　する

　　tona：　・　．．’　・　L：　　とね一。

A　a　1〈　aN　akaN　aka　Nte　icidona・”h　ok　ori　hEe　：　ij　t’e　nla　：

　　だめ　　だめ，　　だめだって。　一度ね，　　　ほこりが　　入ってね一，

憶認瓢1．t　．e〈K　bee　：　kiN　hee　：　q・　te　　ばいきんが　入って〉腐錨醐ゴ

K　konoeoroa　hokoriqpoidena・．’：　・huNde　watasi　So：L
　　この頃は　　　　　　ほこりっぽいからね一s　　　　　それで　　　　私は　　　’そう

　　iqte　muko：de　hazuitorja　e：paRa：　ciu：toiraNzjb
　　雷’っで　　「むこうで　　　はずしとれば　　　　　いいがね」　　と書っているんだよ。

A　uN　huNde　miNbo　uNdaNka
　　ウン，　それで　　めいほは　．　うんだの？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　9　一一



1〈h・・1・meNb・uNd・1・Ra・u・de　u蝿…m・．・liiNd．q　」・二
1　そうだ，　　めいぼが　　うんだんだよね一。　うんで，　うんだのも　　　　うんだら

　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア

　　f　b．：k・d・m．・・6・的・・iqk・n・q・・qt・蜘・：㌧、iqkb
　　しいけれど　　ものすごく　　　　大きく　　なっていたんだよね一。　　　大きく

　　P・qt・m6．1・egk・r・・a・’uNd…h・A・Nd・d・：td・mig・
　　なっても　　　　それほどは　　　うんでいなかった。　　　　　大体　　　　うみが

　　de：he．N照Nd・m・：’S・Npa・qki：m・N　n・q七a・a
　　出なかった。　　　　　「もう　　そんなに　　大きい　　　ものに　なったら

　　d6NnaraNn6nina：iqte　1・miea　denaNdalar6
　　出なければならないのにね一」　と欝って…　　うみが　　　出なかったでしょう，

　　潔膿1ゼ舷溜　 一　

Ade’もb瀬ade　k。Nna．t6k。　cukasita・b」　ka
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　で，　それで，’』』　ごこの　　　　辺を　　　突きなさったの？

K　so：rasi　：　gana　cj　u：　sj　abar　imi　te：　ria　mo　ti　ja．n　a
　　　そうらしいがな，　　　　　注射針の様な　　　　　　　　’　　　　ものだねei

A　mo　ne：nukisa：　seja　e：wa
　　もう　根ぬきさえ　　　　　すれば　　いいよ。　　　　　　　　tt．　　　’t

’K　’h’@o：ja　nepuki　sa　e，　sej　’a’　e：　wa　de　k6　’ 秩@a 　kubin　o
　　そうだ・　　根ぬきさえ　　　　すれば　　いいよ。　どの辺かと言うと「首の

　　kokone　jacuDa　itEe：toka　naNtoka
　　ここの　　　やつが　　　いたい」とか　　　何とか。

A　mata　soko　soko’
　　又　　　そこ　　そこ？

K　uN
　　ウン，

．ag　Re：

　　根が

〔笑〕aqcja：kUPuri　k6cia：kU加ri　sita
　　　あちらが　　悪くなり

nu　k　et　oraNde
ぬけていないから。

K　ne：’　‘n／uket　oraN　ct　e

　　根が『’ぬけていないから，

uqte　maqtakate
うって　　もらっても・

こちらが　　悪くなり　　　し『た。

iqkura’ №?：sjusaN　cju：sja
　いくら　　　ゲンシュウさん（医者の名）に注射を

cjoqtomo　akahei9
少しも　・　　　治らない。

一一　IO　一一



触醤：zul£絃灘無くK鳩懸a＞職｛a．盤　

脚∵te灘王略響．」弩閑隈∵∵．．

　　josono　ume：　koto　ju：　sitono　paane　si．takate
　　よその　　　　上手に　　　　　　　　話す　　AOの　　　　　まねを　　した：って

　　cu　：reku　si　te　i　kaheN　cl　e　／K　cu：　roku　s　i’　te・　ii－k　a一
　　つりあって　　　　　．　　いかないから　　＼　　つりあって　　　　　　　いか

黙N＞懇鷺　：鷺s’k’a　ir　a巖eta媒ミa：

　　i〈otobano　hd：ea　e：waina：
　　言葉の　　　　　　方が　　　　いいよね一。

K盟e蜜e回議銑a」◎：na　wry　e’＜A覧織ごN＞

　　〔笑）

A即興a留e．線潔鴨脚1肝胆鷺〈聖＞
　　zite　N．sj　an．a　ra　1n　o：　ke　qt　e，　ko　．N　naNna　：

　　騰軌飾　　　もう　帰・て　こ励ればならなし～漁一・

　　　　　　　　　　　（2）．、忙しい農村女性の一年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　録音撮時　196．7年3月3日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　録音場断　垂井町岩手漆原

　　　　　i，　　　＿．　　　　　　　　　　　　　』　　』t．t　浅野寿み江氏宅

話し手

　（略号）　ぐ氏　名）　（性別）　（生　　年）、（職鋤　 （居　　　住．　　歴）

　　K旧き戯女嚇32年生，麟嫡醇枳・一、8）垂鯛瀞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漆原（18～）

A’： 墲ﾓじえ1’女”2難：”． P読応腿～0～18）麟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．隔．1：1画



　　M翻ふみえ　女恥・・鮭蝉生1．　麟町瀞濾（・一）

織：．翻つら節事が多か逸r

　特に養蚕の仕事をはじめとしてt想年中，次々と仕事が追っかけてくる。緯済的な面から考えて

　も，よくあれでやってこられたと思う。

（4）一年の行事

i｛K　iciDecukarano　kotoo　zu：to　ofuahhN　o．｛〈2C｝tko

　　一月からの　　　　　　　事を　　　ずうっと・　あなた，　　　お蚕が

　　aearumadeno　koto　i」a：　e：’wana：　／Mi　hu：N’i：」e

　　あがる卸・軸牛馬ね㌘．〉フーy，博
論e＞濃de’翼蹴」ana「「tt．．’1　”

IVi　，　sore　・．　，hQ　N．　f｝　a　y．　a　ha　nasiteto

　　それを，　それでは1　　　　　　　　　　　　　　　．駆詰さ1’と・．．l

siX　h　gnara　i　cHi　．p　e　cu　wa　｛p“　．a’ @：　n．．．a　t／　z」　ana　b．o　qkio　c　u・g’｛A’5　」’　i’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．髄　嘩ね・・一如つ甑　　それでは，　　一一月は

粂鵬おρena＜駒幽妙熟諜留u9’覧凱響・£

　　nigaciina　hazimeka　nakaDoromade　RrEe：　suru“Ta一
　　＝月脇　　始めから　半ば馨丸　　位　するよ

　　磨ぐ、搬齋〉罵、曜…a疑し濃osi「ae∵鋤ト

　　zja’N　na’　i；

　　だよね。

r，〈　ma：　naNzjawana：　watasira　ano　hataori
・姉　嘩岬、　　秘は　・．あの．騰P・

A．．　kono　si　t’oNt　awa　naNz　」a　t　awa　ragos　’i　’E　ae　wa’ 曹モ堰@N一

　　この1・…　人達は，　　　　　　何だよ，　　　俵ごしらえ。　　　　　　　　私達

　　ta：　joq’sar’idemona：　nawa　naNz’jari’a”’hosoRawa

　　は　夜でもね一　　　縞　何撫　　騰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一12一



望粥…慰a灘瓢零繋1・0繭く耳潔　
癖地dade賜eら搬潔．h，e’　n　a．Nd臆膿cu．cu紫う：とEo∴

窒臨ご：！￥tat麗．a・「a㍊窯〈K職zla＞繁

　　sono　ae：daRiwa　．QteNki　i：to　hataorizjanaNja
　　その　　．．間には　　　　　　お元気が　　　いいと　　　勤勉りや何かE，Sa

K　h／　ft　aor　imo　si　．N　．n　aN　．s　ina　：　hata　1〈　eemo　i　ka　“］　na　N．　si

　　機織りも　　　せねばならないしね一，　畑．へも　　　　行かなければならないし。

A　hotekara　sono　Ee：dani　ma，ta　ja・Nme：　ki　fio．h，a
　　それから，　　　　その　　　間に　　　　　又　　　　山へ　　　　　木の葉を

　　ka　1〈ini　ika　N・　naNsina：
　　かきに　　　　行がなければならないしね一。

K　jame：　kinoha　kakini　hasiraNnaraN
　　山へ　　　木の葉を　　かきに　　　走って行かな1ナればならない。

A　hot　ekara　ma　Nda　．，ll，a　N／z　」　a　・p　一a　，　；k　，o　，，Nld，o　，o　m．a．h　aN一　．，j　aqt　e一．

　　それから・　まだ．、．伺だね・　　．．今廊　あなたが　雷・て下さ

　　na：　ma：　k　om　ecu　kimo　si　｝g　na　raN
　　いよね一。まあ，　米つきも　　　　　　しなければならない。

Kkomecuki（笑）．　　　・、．弓、1　弓：tt，
　　　つき。　　　　　　　　　　　　　　　　、．　・．　；．　　米
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　t

Mho：　komecuki　．，　；・．　　ホー，　米つき？

K　inuka　s　iwa　na　：　as　id　e，　hu　N　d，／　一N　d　．e，　q，　，s．．j－f，a　r　o，　k・　o，　，N　na　gr　a）：一

　　昔はね一t　　　　　　足で　　　．踏んだんでしょう。　昏　　　　こんな　　　位

　　no　isiusun’i　na　ano　nokibani，aq．t．en．a　sosit・e
　　の　　石臼にね，　　　　　あの　　弓場に　　　　　あってね，　．そして，

　　aside　toNko　tofikoto　huNdaN．d，　，／e，su．wa　n，i　to：b．aka一
　　足で　　　　fソコ　　　トンコと　　　　踏んだんですよ。．．、　　　＝斗ばか

％織ごa〈璽㌧N＞h鴨婁：Rpt・・e・：Q耀e．畷昆　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一13r一



　desuN
tlですよ。．

一JX　hoqte　ka　．N　zu　ki　qcj　u：　te　na：
　　そしてダ　　．寒づきと・言ってね一。

K　ho：zja：
　　．そう・だデ

　　nacuucl
　　　夏の間1ご　；

kaNno　ucinina　cjoboqtozucu　cuite
ヒ寒め　　≧”うちにね，　　　少しずつ　　　　　　　ついて∴

膿：瀦漕’．ne〈戦∵〉￥う：
ロjaqte
やって

cuitabl　Nde　mo：　watasira　kodomo　o：kaqtade
ついたの・「・それでもう，　私等は　　　　　　子供が．　　多かったので・

kono　sitoiNta：wa　kodomo　sukenal〈aqtade　joro一
この　　・’，人達は　　　　　　　子供が　　　　少なかったので　　　　　　よろ　　t．

sikaqtakedona：　harisieotomo　seNRaranaNdadesu一
しかったけれどね一。　　　　　針．仕事も　　　　　　　　　しなければなりません．

si
し。

’ttr

2Vx　imano　jo：ni
　　冷の　　　　様に，．．

　　araheNnaNda
　　　なかった。

のダ　　　　
ワ

h』　1mawa
　　今は

cjoqtomona：　nuikajasu
少しもね一et　　　　　縫いかえす

　り
CjU：
という

0
．

tOk

は事

hima　ee：te　jorosi：kedona　hukubaqkadesu一一
暇が　　　あいて　　よろしいけれどね，　　　　　　騒艮ばかりですか

e
o

d
ら

A　Nna　kodomo　gaqko
　　そんな、　子供が　　　　学校ぺ

　　m呈ta　 koto　 arahe工q
　　見た・　　事が一　　ない。

k錨鴨斜e」隷なjona　X8S．G

k〈　mita　koto　araheN
　　・：見だ　　　事が　　　　ない。

M　nani　haiteqtano
　　何を2＝　はいて行ったの？．．

一一@14一



蓑）謙畜よもa　　　tt

箪e幕ﾞae」at？se：吻a．懸e：bqN鴇融賢1蜘

　　si　ta　as　i　tawa　，　e．　ty　．g　g　1〈u　ja　tegt　e．　．

　　　した。　　明屋は　　　　　　遠足だと　　　　　いって。

A　a：N　kamieukezo：riona
　　アー，　　紙まき章履をね、

櫨錨繍ZOIr噸a議1’c農鍬照∵聚e
A　hote　obe　b3　to：　wa　hu　rusi　ki　de
　　そして，　おべんとうは　　　　ふろしきで。

Kl凵pU二二i眺島：庶：無量・1嶽吉・onい讃段∵べ

A到。郷∵響e・曝　墓轟轡：翻：’
　　c　uma　kana　Nni　a．．t　o　e．　a．　ke　si　te　ho，t，　e．　．1：，．q　t　a　g4．　q．　K．e　：　e

　　　　　　　　　　　　　　慰ひもを　つけて・そし’（「森山．轍へ

　　iqtaNzjawana
　　行ったんだよね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

蕉！?ｒ∵　：瓢ま卿潔の親ρS　a窒烈・a

　　warala：su　kure：la　〔笑〕
　　　笑いなさる　　　　　位でしょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　．

A　i．n　o．．　：　s－vl　Pa　cu　ig．p．　e．：　n，i　h．　．g，　i　，a　．．　g．，r，　u．wa　na

　　もう　瑚　　一ぽいは　機を』濾るよね・．、

K　N　sai　zja　mo　：　si　ga　cu　ni　wa　〈（．A，　s　i，rpg：．　，t　，e　ma　ux

　　ン・そうだ・　もう　醐には・　　▽緬て』．1しまう／

　　終って　　　　　しまうa

A　uN　simote　mau　horekara　omacuri　lguru，zjaro
　　ウン，終って　　　　しまう。それから　　　　　お祭が　　　　くるでしょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一15－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t



〈M　huN　　フソ〉 　　　　　　ロomaCUぎ1
お祭が

kuqto　mata　sorekara　ok・e：ko一
くると，　　又　　　　それから　　　　　お蚕

saNn－e
さんの

の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　ロjO・’wa1
用意を

sur・u　oke：kosaNno　ami　aNdarina：
する。　　お蚕さんの　　　　　　網を　　編んだりね一，

nani．Nkaja
何やかや

　　　　　　コsurUNZjawana・
するんだよね・

．zUq亡0
ずっと。

の　　
ゆ

1．n◎
イイの

ami　ciq重◎
網。　ちょっと

ロ　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　ワ　　　 コ

1Clnomljae
一宮市へ

iqte
だ膏って

1〈o：te　kuru
買って　　　くる。

K　u：N　i　；　wa　kaqte　ki　t　ewana：　，u．e　i’　d．　e’　・・　a．　N，d　a．　」．　a，　n・a・　：・

　　ウTン，イイは　　買って　　　きてはね’一一g　　　　家で　　　　あんだよね・一…，．

ロ　　ロ

1．n◎
イイの

amlno一
網の……

．
匙

）9i　i：　i’：qte　nanl　i，：　hu：N・
　　イイ，　イイって　　何？　　イイ，　フーン。

2rK　i．：t　o　ju：te　na，　，k　o：　ju：　tat　a．mi　no　omot　e・　n　i．，　，siu　r，．u　．i

　　イイと．．　言ってね，　　　こういう　　　畳の　　　　　　表に　　　　　するtt．．

an9
・
．σ

な
3
様

　　　のmo）］jaWalnlai
ものだよね。

M　i：　hu：iN　soremo　aNdaN
　　イイ，　フーン，　それも　　　　編んだの？

K　uN　ami　a・　Ni　da　no　一s　or　ena　ok，e　：kos　aNn－i　k　a’ke　r－u

　　ウン，網を　　あんだの。　　　それね、　　　お蚕ざんに・　　　　　かける，

am1蕪a
網ね。

A　jonabeni　sa，Nm；e．：・cueu　aNdaj．an，a・．
　　夜なべに　　　　　三枚ずつ「．．　　　　　あんだんだよね。

M　de　i，c．u　d・e・．runo　kaiko
　　それで，．何時　　出るの？　　　蚕；

K　ke：kowa　gogacu
　　蚕は　　　　五月。

M　g　o，　p／　a，　cu

　　　五月？．

一16　一一



A鵬…」農at◎袈もこka＜K罫aka・’蓋げka＞

K．，t　ee　：，　De：　mi　jasir　om．a　cgr　i．　j　aqt　avy　ana　uN

　　大て6　　獣祭噸だっ1斌ね・　　　　、　ウシ・

M　gooacu　icukaporej　ane．
　　五月の　　　　羅臼頃ですね？

A犠ka「a　cisaa噸a懇n『・・黙碧n’〈K珊野

趣…a＞紫£okode．．翻そ£e聖誕むa響Ctl

　　z，」　li　：．　ffonicini　wakeru　ty　z　」，　ana

　　　紐雛　　　　分けるん構ね・

K　tQg：ge：　soNna　jo：geq　moS“jawana　zju：　gToNci
　　　大体　　　　　そんな　　　様な　　　　ものだよね，　　　　　十五es　t

O美論’maCU「’撮♪⑭1．・留細0饗卵く幣一

k躍〉蜜岬⑫嶺臨急曳a∵∴勝ムu’　a－u　，　Esc，9．．

　　mu　1〈　．4．＄1wi．　．　gpramuja　na，｝　aqta｝．〈edona：

　　昔は　　　層グ軽では　なかったけれどね一・

M　de　“Taket．e　moqte　kaeqte　iede　koNdo　jaruRo
　　それで分けて　　持・て1帰・（・　駅　 今脚ま　餌をやるの？：

K　uN　ho　te　，u　：c　．i　de　1，　！〈　au　no

　　ウ・・そして・．．勲　 1飼うの・

A　hore　ka　ra　，k　」．e　：，　，s　o，　：　te　ki　z　」’　a　．p　ana　me：ke：　me　：me：

　　enからは　．．欝醗がね・　　’　　舗　　めV・めV）

　　naie　guramude　kjo：so：tekide　hote　tokiiho：zi
　　何グラムで，　　　　　　競争的にして，　　　　　　　そして，　ト．クホー寺・∴・

M　“di，．n，1　．tt，」tsoe｛：？so：teki　．　，，　．，．，

K　rl｝．　i　N　，n　a　j．．a　q　p　a　？po　o．　tnta　e　e．．，：．p，i　na　：　c，」“o　P．o　q．　t　．o　d，e　mo

　　皆，　やはり　あの・お互いにね一1．．．　少レでも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司㌃．



A

A

羨糠・W・∫三三：1・鶴轄1〔笑）’．．ゼ

kib・qt・．P・・u・・j・wa・G・d蜘1肱・毛6k曲6；毎加・de
　がんばって　　　やるんだよσ　　　　　その　1　まゆ茄　　　トクホー専まで

贈e棚晒嘉ごくK．皇二，留．a＞繋：「呉kゴ」

．ij、6。n。9。ij　ac曲i曲：¢’・6kUeacu。◎，uk．玉h・・im・滋・

　月の，　　　　五月に　　　　　出て’　　六月の　　　　　　　月始ま

垂ヂ垣．”z’」。：・ik・‘su士直’・幻欲a・・ag・・ud…　n・
りに　　　　　　　　　　　　蚕があ演るんだよね。　　　あがるので，　　その

・・：d・m。1。，e：niwa’：6kl、量t・。a：。aN・雪・n　a’：miq一
間も　　　　　四つ尽して　　　　　　　　起きてね一，　　何だね一・　　　　三

・・in．iらu．1．頃・k61血．．ギ，・」・豆・・m・・aw・q・・血・lh・Nk・＝

　日　　三晩，　　「：男には　　　　’少しも　　　　さわって　　　もらわないけ

甑鵡西岳響・’1尚≒弓隠あ臭芝・n．i・魔竈ぎ・kac・・g

「》盤・慮瓢1：r竣魏⑳卿．蟹・轟・蝿鯉窒・一

m・d・w・・n【aめギb1‘ D1．忌、1．・念写16111・・ik・・u・・」・w・n・・’at’　，・　／’

までは女’だけで一．やりくりするんだよね一。

1・．
P・． 艨ce噸、、：．’．～㍉・「．繭b・6．kuw・．t・r・b・qk…　　■へ・・

　夜なべ1と．は，　　　　　そんなもの，　　　桑とりばかり。　　　　　　　　　　∵’tt

mUkaSiwa　l・Sari　kUwaSeta　bl・jadena：wataSir　aLi’
昔は　　　　　　　夜に　　　　　食わせたんだからね一，　　　　　　私等ほ

‘幻・：n’i・’i’堰D1。冒覧lh‘ゴ｝6ピ・niet・k・t・a・ah・・…ピ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テ　　十二二時…より　　　　　　　 早く　　　　寝た　　 窮力三　　　ない。　　　　　一’

net「 ＝@k．o．狽盾≠窒≠?ｅＮ
寝た　　　事が　　　ない。

naNde　o冠nabaqka　jaruno　o．tok・．．kawa・qte　morau
　どうして　　女ばかりで　　　　　やるの？　　　男に　　　　代わづで　　　もらう？

鼻◎kOWa』?職魏温く藍鵡羅晶罵濃、＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Li合＝



磁　　a　：：．　．t・aNb…o　　seNn、aこ！もa：却．〈乳β

　　アー，田んぼ：仕購を　しなければならな碕から？

㌦聡e：．脚：灘縢脇1、t潔ぐ鵬母S’・〉・．婁乳撃

．ttt F爆轡qkas’職1∴こ差織．毎笑〕ぐご羅li・「・．寸

留？o聖：。N＞

AimaWa　tereb童mitg．q、t・曾・zlU：ni須導ade．
　　今は　　　テレビを　　見ていて．　・　十こ時まで。、

M　hode　ka　iko　no　kii　ru＄i　：　si　Do　toqten　ow　t／　ne　：．　do　｝c／　na

　　それで，　蚕の　　　　　苦しい　　　　仕審というのはね一，　　　　　どんな

　　koto
　　窮？

K劉◎綴1？磐ぐ二ち歌’．㌧1翻脇e＞瓢鵬島。一

　　wa　ma：　ano　joqcune：kara　okitekarajaE，y．a，pa．
　　は　マー，　あの　・四つ寝から　　　　　　　起きて以後だよね。

　　oki　t　ek　ar　a　miqka　ba　ka　taqteka　raga　k．u　i．　laka，　r，in　i・

　　起きてから　　　　　三日ばかり　　　　　たってから後が　　　　　食めざかり鱒

一雲鶴e．瓢魔照く猛努〉膿10職潔「・a　．P　a．

顎蹴na穿qb黙く。：礪£s《一二押a留i＞

　　o：　lci　narudena
　　大きく　　なるからね。

M’．ミ

ﾙ’搦noぐ0三差跨．．／1　〕．．

A　icire：　nire：　saNre：　jo．y・e：，t　Q．　Ra　si　．hebi：　，net　e．
　　一・れい　　　　　釣れい　　　　三れい　　　　　四れいとねtt．．　　．　匹1回　　　　　寝て

　　，okisaqseruzjaro　soreka・g，4・：　m．iqkg，m，emade．　gre：w，，a
　　蚕が起き（られ）るでしょう。　　それから　　　．■三母め鼠で，．．．．　　　　泣は
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　　onagode　jareruzjaro　kuwademo’！toreru　mo：
　　女で　　　　　　やれるでしょう。　　　　桑でも　　　　．．’1どれる。　’1『．もう

　　joqkamekarawana：　hoNna　onaeo．＄ii’．t’oridewa
　　tU　Hめからわね一t　 そんな女ぐだけ．では

　　mawa　rehe　．N　wa　kuw　ao　curi　1〈　om　a’　一N　na　raN　d．　e－q，a，t　gj　o：　一一

　　手がまわらないよ。　　桑を　　　　つりこまねばならないからね一，　　’1．／1たく

　　saNto
　　さんに。

M慧寵？圭deぐ勝㍊。臨、a

K　omote：no
　　　重：いの。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　、．．．

bofa　omotaiRo　ku　wa　ea　．　：・’　　重いの？　　　　　桑が，

翼繋a．wa　e£翻鉱a＜触1＜、温1」lade＞．k8・、，，1　ko　e　a．．．

　　omotai　1・1　［’，　　重い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　、

M’・huN　huN　kaikoga　omotaino
　　フソ　　フン　　蚕が　　　．　　．重いの？

Z／K　i　qko　na　rud　ena　sokee　ku　wa　o’　kuw　・ai　eru　d　eq　sj　a　r．o
　　大きく　　なるからね。　　　そこへ　　　桑を　　　　食わせるでしょう，

　　1．9」（九㌍とto　菟乏1毒ニノ菜aごNna　　t’　ゴ　　：　’1’　1　．　tt．．　　　　．．　’

IV」’［　a：　s6：suruto　omotaide　aperarehe・N．　n．o　／，’・
　　アー，　そうすると，　　　　重いから　　　　　上げられないの？’

X・X　so：so：　huNde　jaqpa　otokono　．Siton，i　ciqtefcu，cu’1
　　そうそう・　　それで　　　やはり　、　男の　．　．　人に　　　　　少しずつ

　　teqtaqte　moraqtena
　　手伝って　　　　もらってね。

£Vi．kuwane　ano：　e．danari　mo’／qte　kuruno　’?ａ．qpadake
　　桑はね，　　　アノー1　枝なりで　　　　もつ’て　　　くるの？　　　葉っぱだけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2g一

穿



　　toqte　kug，“no．
　　　とって　　　．くるの？

K践e翻響「’黙島．h暴1慮▽a辞a留a「i號押一

　　dejana　　　　．，…．　、．，
　　　でだね。

　　haruwa　edanari
　　　春は　　　　　枝なり？

K㌧㌧1纂囎く一轍etと。る謝，no＞

A　」　onab　en　i　toruN　c！　e　a　kuruhi　．　iciNcS　ki？．　wa　s，e　，r　，？　．d　ake

　　　麟べに　脳んだからあく6・N．　一画、勉嫡だザ．

　　zeNbu　tprv，
　　金部．・　　取る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．，

　　a．kuruhiRo　bu｝“mo　hu：．N
　　　あくる霞の　　　　分も，　　　フーン。

A　o．　，t．．．9．．　rN’　k．i　d　em　o　whq　r　u－i　t　onq　．：　n．aN　：，i．，．　ho　．g　t　e　t　fe．：　t　e，：　，／

　　　お天気でも　　悪いとね一t　　なに・　そしく・　木℃し∵，

　　rokuDacu　miqkagoroni　．aearuna：，　nanukf3　taqto
　　　胡　　．三噸に　　　あがるね～　　”ir　F．l　FF．．準つと

　　認篇∵a：高島nO職ご三舞lsaN　n嵐」ana備：dol｝

　　zjade　iwademura　ze±NPu　kjo：do：zjadena　hu｝」de
　　　だから，　　岩手村　　　　　　全部　　　　脇同だから，　　　　　　　　それで，

　　oma：　tokuho：zi　moqte　joruNzja　hoto　iqto．；
　　あなた，　トクホー寺へ　　　持って　　　よるんです。　　そうすると，一等

　　nito：　saNdo：to　mEe：ni：　cukuNzjawa　hosuto
　　　二等　　　　三等と，　　　　まゆに　　　　つくんだよ。　　　　そうすると，

　　hoNde　miN　na　iq　sj　o：　ke　iN　m　e：de　rn　e：
　　　それで　　　皆　　　　　一所懸命で・　　　　　　　　もう。

M　a　：　t．．g　・：　．P　a　c　u　．k　一uAn　o　m．．a．」U　g3．　9　」一　u　n　o　z　．j　．．o“　．：　it　o　：　1〈　a：　r．　．q

　　アー，　等級が　　　つくの？　　　まゆ・　　まφ（ρ．　　　上等から・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一21　一



．，，E．y　aNmari　warui　jaqcjato　koqcino　ho’1　／no　’i：
　　　余り　　　　悪い　　　ものだと，　　　　こちらの　　　方の……　　よい

甑㌘：a．’t・k麗・n・襲1継・’瀦qt・・．駅・

　　0：Ze：10qtena　h◎qte　lakUniNSaN　O：Ze1ン9◎Za　一一
　　　多勢　　　　集まってね，　　そして　　　役人さんが　　　　　多勢　　　　居られ

　　rude　sokoe　moqteqte　hoite
　　るから，　そこへ　　持って行って，　　そして，

K　h．　oi　te　miNna　j　oraq　g．　’u’　qd　eqsj　aro　c！　ee　：’n’o　’　ti　e　dee：　to

　　そして，　　　皆　　　　　より分1十ら泊るでしょう。　　　　　台の．．　　上に　ダーツと

　　aket．e．ne：　joraqsuru’de　heNde　se’Nna　’joq’te　mau一
　　　あけてね一，　　　より分けられるから，　　それで，　　その様に　　より分けて　もら

　　t　ose：　oa　mi　Nna　mu　ko　：no　mo　bi　naqt　e・　maiu　bi　di’es　u．　wa
　　　うと，　　　　　皆　　　　　向こうの　　　　ものに　　なって　　しまうんですよ。

　　hu　）N　de　jaqpa　uc　ide　omoi　k’i・　ri　一　se－N　bec　tt　si・t　．e

　　　それで，　　やはり　　　家で　　　　充分　　　　　　選別　　　　　　して

穿くN欝膿ana．ぐ恥辱、隻tel鍮潔k　蒲・1＞

翼． 伯奄?糊、’蜘r齢蕃貰d◎ko鍛賜。

　　’h　e　：’　／’iso：　so：　z　i’　bu　．N　d　o’　koe　mu　ko：　e　mo　qte　ku　te：

　　鱈い，　そうそう，　　自分の所へ。　　　　向こうへ　　持って　　　行くと

　　i’」　or’　a　t’　er　ix　t6s　el　：　gA　mi　．N　na　mu　ko：　no　mo　isi　naqte

　　　より分けら敢、ると，　　　　　　　皆　　　　　むこうの　　　　ものに　なって

　　mau　tc　’

　　しまう．め。

bgS　h　’t／．　，．n　h’　’．　r，　a　sono　w，．a　rui　j．A　cuw　，a　do　：　sur　li　no　muko：e

　　　それでは，　　その　　　悪い　・ピ　ものは　　　どう　　するの？　　むこうへ

　　torar　eru　desj　o：　Wa　ti　ui　ja　cu　wa　ho　N，　de　sor　ewa
　　　とられるでしょう，　　　　　悪い　　　　ものは。　　　それで　　それは

　　de：　saqsuruno　mukb：no　sitowa
　　どう　　されるの？　．　　むこうの　　　　人は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　22’　一一一



瓶鷺箸鵬：n◎漏．0璃、馬pa累撒幾胸qs　a「o魯年：一

　　鼠

A．iqpe：・無omu．jacuni〔笑〕．　aka．sgreea　akazjade
　　一一ぱい　　　お酒をのむの1こ『。　　　　　　　、：．もうけ，、そ終が　　　　　もうけだから、。

　　＜tW聖：ノ＞

A　hoqte　ucide　kuzumee：wa　miNna　ito　toq．te　maq一一
　　そ漁　家で　羅ゆは　　告「．．纏・・で．．．yま・

　　tena　：　ho　Nde　uc　i　Cl　e　doNdo，N．　cl　oN　do　it｝．　ki　n．it　b，a　ta

　　てね一，　　それで，　　家で　　　　どんどん　　　どんどん　　　絹機を　．

　　ko　s　ee・：　r　u・

　　　作る。

M．　一so：　ju：　monode　hat　a．　orun．o　so：ju：　waruj
　　そう　　いう　　もので　　　　機を　　　．おるの？　　そ5いう　　　悪い

　　jacude
　　　もので，

A　ito　toqte　Nde　mttkas．ino　sitowa　mina　kinubatao
　　糸を　　とって。　　それで　昔の　　　　　　人は　　　　皆　　　　絹機を

　　」．　O．　：一　｝i　e　ip．　oq　．P　O．i　r　1］　」・　a．．r　o　，　iim／．a　ri　O　s．i．　S　owa　．　rp，　i　n　a　k，vf．｝．　：．“，　｝．　o｝　r．

　　たくさん　　持っているでしょう。　　今の　　　人は　　　　皆　　　　買い物

　　ba　q．　i〈　azja　ke　：　lg　o　kaqte　h　t／　bl　d．　e　mi　na　mo　：　e　1〈e：　ko　一一一

　　　ばかりだ。　　　　蚕を　　　飼って，　　それで；　　皆　　　もう　　お蚕

　　o．　n．　a：・g　otsg．a　cu　z　．j　一u　：．g　onic　．i　w”a．　．k　g　ten　，Q：　kaL．」　．．O　：　SO：　ny　．．．

　　をね，　　i山月の　　　　十五日に　　　　　　分けてね一、・　　　　競争

　　zjawa　fia　i：　rBekata　t　oq　te　i　：．　，rrl．　aE）：　tog　aN　na　zjade
　　だよね。　　　たくさん　目方を　　　　とって，　．よい　まゆを　とらなければならないから。

　　tokuho：zi　i／　kuto　naNbjaqkaNte　q，kuNzjaro　soN一
　　徳法寺へ　　　　　行くと，　　何菖貫と　　　．　　　　置くんでしょう。　　そん

　　naN　nakadena：　narudake　muke：nQ　ho：ni　1）ucja一
　　な　　中でね一・　　　　なるべく・　　　向いの　・．、，．　　　：方に．　　開けら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”23　r’



　　kerarUto　ah◎kuse：　〔笑〕　hUNde　miNll　a　kjo：SO：
　　　れると　　ばからしい・　　　そ麺　皆　　輪

　　iqsjokeNme：de　jaruNzjawa　so：　jaqte　lge：ko
　　　一所懸命で　　　　　　　　　やるんだよ。　　　　　そう　　やって　　　蚕を

　　kaqte’kita　hoNde　icineNni　saNkEe：kafa　s．ikse：ii
　　飼って　　』きた。　　それで，　　　一年に　　　　　三回から　　　　　　・．四回

　　飼うんだよね。

恐」 Q講：’k；a「’a・嵐：n：a

M　：imanovva　haru　h’aruBo
　　　’今のは　　　　　春，　　　春の？

K卿’瓢罫owa窯u轡器、oi　l憲2義1…’naくμ

　　niacu×．　huN　horeka，’r’a　dojo：ke　k・aqte　’sone　・cug，i
　　　夏？　ノ　フン，　それから　　　　土用蚕を　　　飼って，　　その　　　次に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ

　　sju：ko　kaqte　ba｝isju：ni　naqte
　　　秋蚕　　　　飼って　　　晩秋蚕に　　　　　なって。

issS　hoNde　gokai　ff，ol〈ai　kauno　icineNni・
　　それで　　　五回？　　　五回　　　　飼うの？　　一一年に，

A・　．N　（1　ak　eno　ee：　cl　a’
@na：N　oi　si　ten　a：　koN　na　raN　gok　e：一

　　　それ澄けの　　　間　　　　難儀i　　　　してね，　　　　こねばならない。　　五回

　　meno　lacuwa　t・Ee：te：onaeo　mor’auNzlawa（笑）
　　　めの　　　ものは　　　　大てい．　　女が　　　　もらうんだよ。

；・G　’ano　k・u・zu’moyite　i　ee　oi　te　a／ruNjaro　kuzuno　ano
　　あの　　屑まゆというのは　　i家に　　置いて　　あるのでしょう，　屑の　　　　あの

　　maju・　hoNde’　・sono　majuo　koi“do　ito　toqte　oru
　　まゆQ．　それで，　　その　　　まゆを　　　今度　　　　糸　　　とって　．　いる

　　wakej’aro　huNcle　sore　de：ju：　hu：ni　jaruno．
　　　訳でしょう。　　それで・　　それ　　　どういう　　　ふうに　　　やるの？’．

　　＄ono　k／u・zuno　’itoo
　　その　　　嘱の　　　　糸を、
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X　kuzuRo　itoka　huNtowa’：　jaqpa　ito　toqte　mau
　　　屑の　　　　　糸か？　　　本当は　　　　　やはり　　　糸を　　とって　　もらうべき

　　tokoden’a’　tbqte　mauno　watasira　．jo：　toraNdena
　　所でね，　　　　　　とって　　　もらうの。　　私等は　　　　　　よう　　とらないのでね。

M　hurde　s　okoe　mo　qt　eqte　tbqte　mot　aq　．t　e　hoN　ct　e
　　それで　　　そこへ　　　持って行って　　　とって　　もらって，　　　それで

do：　hu：N
どう？　フーン，

Ktbqt・m・qte　h・、it・9’・舜・・ride・川・y・a．
　　とって　　もらって，　そして　　　　そのままで　　　　織るのだよ。

M　soN　n’ar　i・te
　　そのままと幽

コ　　　　　　の

jU・鷺OWa
いうのは？

A　 圭t◎　tOq重e　maqte
　　糸を　　とって　　もらって，

髭　 toqte　maq£a」　ito　toqtanaridena　ki：顎ρde
　　とって　　　しまった1　糸を　　とったままでね，　　　　　　生糸で。

エ》藍　　 k＝i　：　t　od・e　　 o1’ ?ｌｕ１夏1（）　　a　n‘6　　 ｝1ξ3　t、a’◎　　 h正玉．N

　　生糸で　　　　織るの？　あの　　機織をガ　　フン，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　た

驚　 hoqteklara　 somete　rno「auNjana　neqte　maqte
　　そしてから，　　　　染めて　　　　もらうんだよね　　　　ねって　　　もらって。

　　m．・UICaS・’i　wa’k・：jU：「kim・n・遼em・na：ir・ir・ki鴛U一
　　昔は　．…ン　　　こう　　いう　　　藩物でもね一，　　　　　　いろいろ。　　　絹

紮1，IW・1・．搬・．～喪轟血血』．罵轄、・易謝躍・d・・一

　　sjaro　ucide　 ne：ru　 sitomo　 aq定as圭na　，n．e・q・te．
　　　しょう。　　家で　　　　ねる　　　人も　　　　あったしね，　　ねって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　メ　　　ニ　ア
　　maqte　SOrne重e　nユaU　SitOmO　arU．Si・、S◎ビiC、a：　irO
　　もらって　　そめて　　　もらう　人も　　　　あるし，　　それは　　　いろ

　　1ro｝a
　　　いうだよ。

M・so：3u：n’oo　kimon◎ni．s’uruNlar。　zibuNno．hoNde
　　『』そう　　いうのを　　　着物に　　　　　するんでしょう，　　自分の。　　　それで，

一25一



　　，］　Q，　s・o　k／a　ra　ka　wa　，］i，e　／N　no　joso

　　、．．よそからは　．　　買わないの？．．　　よそ，

K，　，一，，ho：，　ji　．a　so・ica．　jospkara　kawaheNnojana
　　．：．そ．う、．だよ，　　それは，　　よそから　　　　　　買わないんだよね。

M　c　，，i　gau　ki　mo　n．o　・n　aN　ka　wa

　　　違）。1　　　着物なんかは？　　　　　　’t・　、tt．

1・K　kimononaNka　hera　1〈au
　　　野物なんかは，　　　　　それは　　買う……

iVi　kaukedomo　zib／uNno／wa　mata　zibttNde　oqtoruno
　　　買うけれども，．・自分のは．一又　自分で　織っているの？

r，・｛．’　he：　so：＄o：　zibLi　］s’Rewa　zibut“　（le　oruNjawana
　　　はい，　そうそう，　　窓分のものは　　　　自分で　　　　　織るんだよね。

　　soicuxpaLra　somete　morauNjade
　　　それは　　　　　染めて　　　　もらうんだから。

．；si　一Nde．ob，a／ba：cjaNtacimo　maNda　kinuno　1〈imono
　　それで，おば，　婆さん達も　　、；．t　　　まだ　　　　縞の　、．　着物，

　　hoNde　lo：ke　aqte　so．metewa　kit◎rueana…〔笑〕
　　　それで，　　たくさん　　あ？て，　　染めて｝ま．　　　　　着て．いるがね。

．i．i　so，r・　4．．：　．，siqt．Q　r．uwa・　・，　，・　・・一　．’．・　’・’　’

　　　それは　　・知っているよ。

kX　，　mu，ka　s　i．　no　，m　o／N　d，e　m．　oRa　to　：．　se　：’　n，p　me　Nn　i．　cj　a・N　to

　　　昔の　　　．　　　物でもね，　　　　・　当月の　　　．　　物に　　　　ちゃんと・

　　kawa　q．　d一　e　im　a・wa　’　oke　；．　．k　o　kau　N’　ni　d，　em　o・　raku　Rawa　na

　　　変るから。　　今は　　　　お蚕を　　　　飼うんでも：　　　　楽なよね，

　　　sutegee：zjade
　　　捨て飼いだから◎

K　so，　：．j　a　sut　ee　ee，　：　i，a，d　．e　na．

　　　そうだよ，　捨て飼．いだから、ね。

麗　 S穏te｛）aiqte　nani
　　　捨て飼いつて　　　　何？

K・．　＄．utete　，．．・e，：，　mi　N，na，　so・t，．ode　，k・aq，t．　a，r・i　na　／／h：o／＄・ite　mo／’t’／t

　　　捨てて，　　　　．．、皆　．　．外で　　　　飼ったりね　　　　・そして，　　もう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一26一



　　iqko　na　rutose　i：　：e　ai　ano　san　’a　nu　’i　te　in　a’　’q£　e’p　（3

　　大きく　　なると　　　　　　t．・　・／・　．あの　　さなを　　ぬいで　　　しまってin；，・

款t・：霰te鵬瀦k翻・◎職∵総蜘…’一

　　鷺k墨爆豊ε謬麟SUnade舞，awa．「幽鷺岬頃：

A　dakedo　kitcane：vLrana：
　　だけど，　　　汚いよね一。

K　hora　，ktitane：wapa　hora　ki’t’aine：v’yana
　　それは　　汚いよね，　　　　一　　それは　　汚いよね。

A’　mu　ka　Si　wa　ni　he　・N　cu　cu　soko　to’ 早@ta　’r　a　asa　iqpe　r“　”

　　昔は　　　　　　　：二國ずう　　　　　　そこを’　とったら，　　　朝　　　一囲

　　t．oq．t　e　b．a．Nni　i．　q”？eN’　t－eqt．en，a’i　t｝．’9’q’t’e　niieEi．．e．　N’cucu

　　とって　　　晩に　　　　一回　　　　とってね　　　そして　　　二回ずつ。

一物wa拶踏ec婆躍omOSそ難．t蝋寵、竜吻

鴛・’s寵ka「雪恩聡1藻瓢留萌O．翻寧a…

Ah・・d・kit・…曲Me；・1・・ku・鯉a伽ヒ℃「 虫O、．「m・こ

　　それで　　　汚いよ。　　　　　それで　美しくは………　　　　　大てい　．」　もう

　　haciz」uqcj　o：kara　hjakucjo：na　，．ijar　tik’dnia　．2“　zbwil’1

　　八十ちょうから　　　　　　　　　百ちょうね，　　　　　　春蚕なんかは

　　hj　akuc　」o　・：　wa　su　q’　s　ix　z」awa　na　kuNde　kokod　e　｝］　at’Tti’

　　百ちょうは　　　　　　楽だよね。　　　　　　そボで，　　この部屡でガ　フタ，

繍影：ll岬wa．漏、ミt…k・潔編8：d痴．∴ヤぞ・一

鷲鞘だ1，贈．犠le醤は多．繭aw無・．匙嘘・an’・晶弩野＝．

　　zj　qcj　o：　koqcj　ani　」　oN　zi　q6」　bt　t／’　6ka　’　ti　ci　jac　｛1

　　　ちょう，　　　　こちらに　　　　　四十ちょうとカ℃　．　　　　　私の家

．窮、lja’慧3；「繕脇，ol：zj　a．9e、亀龍Q．議三iう9、・j、・；t・
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　　zasikino　ho：ni　haciziqcjo：kardna
　　　座敷の　　　　　方に　　　　　八十ちょうからね。

aM　honara　sono　soko　torunowa　darega　toru　miN一
　　　それでは，　　その　　　そこ　　　とるのは　　　　　誰が　　　　とる？　　みん

　　na　｝」

　　　な？

K　huN　watasiNta　toru
　　フン，　　私達が　　　　　　　　とる。

M　otokono　sitoniwa　nani　jaqte　morauno
　　男の　　　　　人には　　　　　何を　　やって　　もらうの？

K　o．1　okong　s．i　towa　rpo　：　t．　e：　ge：　k．u　w．a　s．　．e　ru　t．g　iji　｝’．d　ake

　　　男の　　　　　入は　　　　もう，　大がい．　　食べさせる　　　　時だけ

．劉響e、a認留lna＜瓢劉饗arるe。1？…＞

　　huN　kuwaseruno
　　7Y・．．傘べさせるの・

蟹　kodomo　kodom◎wa　n．ani．ミurunoto　（笑〕
　　　子供，　　　　子供は　　　　　．f・」を　．　するのと？

17ts．　k．e－g，omowa　ma：　kuwato．lj　gre：desuna

　　子㈱　　 統　桑と9　／．位ですよね・

：／，，di　kuwadori　gurai
　　　桑とり　．　　位？

．Y．　hu：　N　ha　bi　bub」　gr　aD　：　，r　j．　Q，，：　｝to　：　kara　mo　q・te　t　oru

　　　フーン，　半分　　　　位。　　　両方から　　　　　　　持って，　　とる

　　tHgk．i　n　i　wa．　k一”o　“．　orrgo．ni　de｛，n．．F），，n　a　teqL．Yaw．a．s　．e　r．　a；emasuke（lo：

　　　時には　　　　　’子供にでもね，　　　　　　　手伝わせられまずけれど。

膿，z翻bu．紫「画纏謬捧no

　　勢∵羅b・u讐蒸r」de．…

A螺e徽鵠d『∵∫・繊騨「e‘e・躍談呈繊te隻三：
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　　’isu　’：　 　 　siusuqto　s　ai　na　dEe　：，　t・ari　，　heqt　ar　ide　hu　一N　cl　e

　　スー　　ズンッ。と　　　　さなを　　出したり　　　　入れたりで，　　　　それで，

　　kokone　me：kakedake・kobeqteqte　mau　suruno一
　　　ここの　　　　前掛けだけ　　　　　　　　すっかりだめに　　　　なってしまう，するの

　　dena．　se　jaqte’　kufo：　’・s．i　teqtaNjal〈　edo　imane
　　　でね。　そゲ　やって　　　苦労を　　．してきたんだけれど，　　　　　今の

　　moN　fi　i　ju　：t　o　uS　oN　・t　ee　・e　・na　kot　o

　　奢に　　　　言うと　　　うそみたいな　　　　事。

A　h．ona　josari　ke’：’koke：　si・to・qte　zju：nizi　ja
　　そうすると，夜中に　　　　蚕飼いを　　　　　していて，　　　十二時や　　　　　　　　「・

　　適時密madr慰、ee：』h臆mo慧こ・＜K．三田。・鍵eN＞

　　josarini　ano　so・k／o　・k・aerus．i，na　kuwa＄enaraN
　　　夜中に　　　　　あの　　そこを　　かえるしね，　　　　食べさせなければならない。

K　1｝　．g　t－e　z，j　？．　．，．i　．　n’　3’　qi　’rp　？．id　e　／　ks　：w，　a：　，i　ti．　o－ar　．一u．　d　evq　s　」　a　r　o　s．．o　．r　gk　a一

　　そして，　十二時まで　「　　　　　　桑を　　　とる・でしょう。　　　　　　それか

　　「♂劉ad咲畢1聖蒔卿”」謬〉．職名a「a濃　

　　sete　nerudeq．sjaro　hoqto　mo：　icizidesuxnrana：
　　　させてから　寝るでしょう。　　　　　そうすると，　もう　　一一k3ですよね一，

　　icudemo
　　　いつでも。

M　asawa　’a・1”s’awa　’done　kuraini　・　，　，i・．，
　　　朝は，　　　朝は　　　．どの　　　位に？

　　asawa　mo：　gozika　sokorani　cja－Nto　Qkiru
　　　朝は　　　もう　　五時　　　　　その辺に　　　　ちゃんと　　　起拳る。

A　haru　ko　wa　na　oN　do　ir　ima　s，ude　na　j，　o：s　ar　i．　jona　ls　a一
　　　轟音はね，　　　　　　惚惚が　　或程度要りますからね，　夜　　　　　　　夜中

　　i’n’i　cjaNto　mo：　zju：niz’i：n．i　nidoqcju：　monowa
　　　に　ち・んと　もう　＋二時に　　　．二度という　．．ものは，

盤：s巌z」鷺．油蘇”．wa潔r喉蹴
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盟そ岬9躍？n’t萎te鱒欝璽・e襯襲e一

　　・uden・：・ci鯛tQ　kgn◎sお・・i．dem・ju：ruri　kiq一
　　すからね一。　　ちゃ・㌻と　　．1ζの　　　下にでも　　　　　　いろりが　　　．切っ

　　tarimasueana：mo：sicizlu：do　jurina：
　　てありますがね一。　　　　もを，，　七♀十三　　　　　　　より惣『はね一・（できない）

　　haCuka．．ra＄im置網de　s玄cizju：d・
　　　始めから　　　　　終りまで　　．、　　　一＆十度。　　　　　　　　．　‘

盈・・s。。．。，・．。・Nd・．k　u・．，y・・’

求@e、・t・・k・・ゆ§・・d・。…」・n・
　　’その　　　温縫を　・べるわせると　　　　　　お蚕が……。ン　それで，　何だね，

　　sic・i，z．1，u：d．Q・．to　kimete　maqtaru　Nde　josarl　ni　一一．
　　　む　　七十度ど．　　．前、　　　決めて　　　　しまってある。　それで，　夜　　　　　’二

t「

e潔　繊t＝∵「aqsa卿u・齢・職翼
蟹』

ｭOh欝犠　」穏：donl』「滋瀦a．細臨0

’》罧◎～撫翫そni留ず。雛鷲亀鵬「yno斗象ll

翼　iqcum◎　k：amo　hi：dena　SUmi
　　いつも　　　　かも　　　火でね，　　　　炭，

Ag_：ぱ鵬ela「総aNmρ一　　　．　，、
巡・…．1・・k・q．lt・．、i…i．，垣，…　ρ・d・・・…　1・e・・k…

　　　　　　　　　　　　　いろりを飾て・’それで・そこへ．．V’蓼おくの？

　　「織肥　　．ロー　ト．

K　 iqpeNni　cumikQNde．　maqte
　　渡に　　齢こんで　　しまつ’〈O．，

A、umig・n・k…、．。miw・。、　nih」・・3。，i。． B　d。。、

　　炭がね，　　　　　堅燦はね，　　　　　　　　二綾よりね　　　　・　：　どの

　　kure：　 nihjo：to　 kOZ享ユmi　 三（IPjO：！〕a

　　位。　　　　　二俵と　　　　　　小炭　　　　　一俵ね。
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A

　　　　　　　　　　　　　　　li　≒」

SO：la　kOZumi　iq　P’．jo：
そうだ，　　小炭　　　　一俵。

…d・ke　k・k・n66蜘’s　／7　・・　ti・j．晦rri　ki・qt’・rud・

∴灘。m∴。．識∵∵．轡切って堺、
そこへ　つめこんで　　　　しまってあるから。

cumekomu　iqte　nani　iretokUno
つめこむと　　　いって，　何を　　　入れ，ておくの？

mina　CUmete　hoite　h・ee：wa　gjo：saN　i「r‘et』’ar’uili
みケ？鎚　そ警・．．即　たくさん　入れてある’暁

oNlр潤@kimaqte　、maqtoru　h◎Nde　ciqto　korja　asa一
切慶が　　決まって　　　しまっている。　それで，　少し　　　こ；れは　　　朝

9ata　　sabuil｝a：　tQ　 ◎moqto　 l《ono　　itameona　 cjoqt◎
方、≡．卿’舛＿，愚rと’この，鞭ね，　少し
。。k，s，qt。、。・d・e。・d6．9・a9．L3　・　rl・de：。め：‘◎k。：k。

跨ると一三やで，、：騨が　上る・そ綻もう・麟が
・9・・um・d。　h・c・k・ni・」　Ll：爵…童．9・e・w・n・、◎・d・

あカ1る掌＿ゼr申　干伽　　
位｝まね・

@澱が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒiqte：zjawa　soNde　sumiOa、uNto　圭re£arudblko一．
一定だよ。　　　　　ぞれで，　　炭が　　　　　うんと　　入れてあるから　　　こ

k。，hu，d，、t。◎、｝！み，。1．・。q，t6、ukase臨、。。d。一

こへ。　それで，　　板霞を　ちよっ　　ちょっと　　　すかせると　　　　　温習

｛）a　agaq重e　kuru（iena
が　 上って　　　　くるからね。

nacuk。9a。warut。；’ bp｝Nni　narun。　k。Nda
夏蚕が　　　　　　終ると　　　　おi盆に　　　なるの？　　合度は。

SO：SO：naCUkOga◎warUtO　ObONJawaηa
そうそう・．麟∵，騨　　総だ漁
t。、・：，。・Ut・d◎｝・b。・・。　i。：i　t，・ka　a「fU：．ih・。．

と，　そうすると，　　　どう？　お盆の　　　　用意とか　　　　あるでしょう，

1rolro
いろいろ。
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K　oboN　no　j　o：　it　e：　kokora　ot　o：　ro：　torn　ce　：te
　　　お盆の　　　用意って，　　　ここらは　　　お燈霰を　　　　ともして

mee：ru　gre：d．esudena：　s6N　joqka
お墓へ参る　位ですからね一，　　　　　　三，　　ng　N。

A　zju：goNcino　hini　rne：rudakezjana　hino　kure：一
　　　十五日の　　　　　　　βに　　　参るだけ瀬；ね，　　　　　　　　環の　　　くれ

ni
に“

M　na　）G　nimo　jo：iwa　se；heN　no
　　　何も　　　　　　　用意は　　　　しないの．？

X7be　na2R　p．irno　becunina　hoN一　gaNzidesudena　：・　jo：i’wa

　　　何も　男粋　騨轡暁一・騨ll
　　nanimo　se：heN　’
　　何も　　　　しfsい。

：”

翌?’　mo：　oke：ko　kaqtara　so：　detarja　sokoroheN
　　もうお蚕を．．1、直焼辱・そう外蹄と．、汐こ・鰯轡

　　ikjEe　h，　eN　higa　iretsrude　abu　n．e：dena：　o’N’do

　　　行けない．啓力㌧．腿あ婦脚のでね聴脚
　　kimete　maqta’qtemona：　abttne：de　doqk6me　ika一
　　　決めて　・．しまつ・てあ・て・酔フ，　鯵だから　．噺へも　行か

　　qzuni　oma　ba　bi　cj　’oqt　o　i　ku　to　si　ka　s－i　t’u’　ni
　　ずに。　　　　あなた，　　　ちょっと　　　出かけると　　叱られるので。

hN，g．　icumo　baN　siteruno
　　いつも　　　番を　　．レでいや¢）？1，．

“zg　ho：ja　icumo’“ 求hb”　tt’　ona　」aqpa　uciN　orana　abun6：一

　　そうだよ，　V・pi．弓榊％・・や齢家に　騨、櫨

　　desudena
　　　ですからね・　．fi：ti．，　．／、

　　　　　　　　　　　　　　’”　1　　　’　”i’：Lfke・．　01〈　a．　iko　kaqteru　toki’via　h’oNde　sotono’　si・Dotowa

　　お蚕を　　　　飼っている　　　時には，　　　それで，　　外の　　　　仕事は

si：heNno
しないの？
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1〈　ho：ja　becuni　sQtoi？o．sigotoqtewana’　s6no
　　そうだよ，　溺に　　1　　外（グ．　．、　仕事というのはね。　　　　その

職ρ、「’．、噺3C．岬・∫瓢uto・趨まqりpa．蹴，漢讃m9繍a一

raNkedona
ぱならないけれ・どね。 i’

M　hoNde　rj　o：　ho：　ta　ts’　boto　okaiko
　　それで　両方？i　．．頬ん．ぼと　　癒，

K　rjo：he：　naqte　kuruwana：
　　両方に　　　　　なって　　　くるよね一・

じ
の鴻

K　ho：
　　そう

皐1

に

suruto　so　：．　，　」1．“　：，　．t　ok　i　：，dQ．　：1　／　su　r・uno

　すると　1tt／．．t．tそう…1いう．　．時は　　　どう．．t．するの？

　suto　jaqpa　cjoboqto　gre：　onaeowa’”treqtee；一
　すると　　やはり，　　少し　　　　　　位，　・　女の入は　　　　手伝い

iku　RrEe：dena　otokQn，o　．sitowa　icumd　”k3nio
行く　　位でね。　　　　男の　　　　　入は’　　　bっも　　　かも

sotoe
外へ。

M　a　taNbowa　hu，　bide　otokone　sitoua　jaruno
　　ア，．．田んぼは　　　それで，　　男の　　　　　人が　　　　やるの？

A　ffeNgekariniwana：
　　；れ，ん‘ヂ）綴りにはね一，

1qte
ノ　
汀って，

hosi－geNDeni　seNnaraNde
二Fし勲んげに　　　　　しなξ撫ばならないから。

uma　oru（le　hosigeN　｛｝eni　seNnaraNdena：　ieltibaq一
馬が　　居るから，　干しれんげに　　　　　　しなけれ．ばならないのでね一，家にばか

ka　iterarejaheNde　koNkini　mini　keNnaraN
り．　居てはお矛ミ、ないので。　　　　　根気よく　　　　見に　　　帰らなけれ．ばならかい，

　　oNdo　miNnaraNde　hora　hujuuciwa　e：na　o｝〈e：ko
　　温度を　　見なけれ球ならないので。　それは，　，冬の間は　　　　　いいよね，．お蚕が

　　de　ru　to　mo：　sor　eRi　s　i，　，mo：　k．　ete　huj　uuc　iwa　o’　kom　e一

．　出ると　　　もう　　それに　　　かまけてしまって。　冬の闇は，　　　　　お米

　　cukimo　seNnaraNea　kimonome　nowaNnaraNea
　　つきも　　　　しな‘惚まならない，　　着物も　　　　　ぬわなければならない，

一33一



　　hatamo　oranar．aN・8－a　一jame：mo：　il〈anaraNga一，／M　ja一
　　　機も　　織らなけ濾ならない，・噛へも　　．行かなければならない，＼　山

　　覧em◎1畿黙翻議論∵♂ムOS：’「aゆSし蹴最綴、

　　　ta：ra　kuq　kuq　kuq　kuqtona：　i．maw4　k’a．｝　bukuro一一
　　　俵，　　　　クヅ　 クッ　　クッ　クッとf8　一一。　　　’今は　　　紙袋

　　z］ade　i　：k　ed　o’・　・・t　aw，a　ra　mi　Nna　uei　de　amuNzj　adena
　　　だから　　いい1ナれ、ど。　　俵を　　　　　みんfs’　’　　家で　　　　編むんだからね。

〈髄hu：N　フーン〉鵠鎌aka．na慢罵貯：na㍊ow：a三絶

　　　seNwana：，　’　’　”　1　　　よね一。

K　’　ima　wa　’nia　・：　’r　aku　si　te　’r　akus／i　te　raku　s－i　’r・’a　z　u’　na　ni・一一

　　　今はね一，　　　．楽をして　　　　楽をして　　　　楽という事をしらない，　何を

　　　jaqtoru’siraN　・　．　i　’　・　・”
　　　しているのかしらん………

M　nani　jaqtorusjaNtomoqte
　　　伺を　　　しているのかしらんと思って？

A　terebi．maitorunoga　sieoteja
　　　テレビを　　見ているのが　．　　　仕事だよ。

・；K・　hu，｝uni　fiaruto　nanisigoto　jukidetho　huruto　r
　　　冬に　　　　　なると　　　　何の仕事，　　　　　雪でも　　，　’　降ると

　　　n’anisiDOto　sjosiraNto　omowaNnaraN
　　　何の惨事を　　　　　　しようかしらんと　　　思わなければならない。

ki’g’　hulN　mukasiwa　hujuwa　isoeasil〈aqta
　　　フーン，　昔は　　　　　　冬が　　　　 忙しかった？

，K　jaqpa，　watasira．kodomo　o：kaqtade　harisiOotomo
　　　やはり，　　私等は　　　　　子供が　　．　多かったので，　　　針f±一Xも

　　gj，o：saN　nuqtokanana：　kiSete　jaranayai“　sabu
　　　たくさん　　　　縫っておかなければね一。　着せて　　　．やらなければならない，寒く

　　　na　・r　utot　ga　qk　oe　mu　kasiwa　mi　i“　na　ta　bi　no　cRoimo
　　　なると　　　』学校へ。　　　昔は　　　　　　みな　　　　足袋の　　　つぎも
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seN・nara…．Nsi　，imawa　t．abino・し¢閣．i・m　1．te：．S　j／a．：heNde
しなければならないし，　’今は　．　　足袋の　　．i．つぎの様なもの・　　しないから

e　：，・kedo

bいけれ、ど。

K　j，0：　tab
　　よく，　足袋，

　　　　　コ　　rUSlna
　　　るしねσ

（笑）．

〔笑〕

i　．騒aCik◎　ik腿

　　学校へ　　行く
zi’buNwaijo：’jabuqt’e　ku一一
蒔分は　　　　よく　　やぶ．って　　　　く

塾》藍　 雪．鷺ki：　．takusaN　 huqta　 muLkasiwa
　　　雪’　　たくさん　　　　降った？　　昔は，

K　．g・j　o　：・s／a　・Ni　huqt　ca　na”　mu’k’a　siwa

　　たくさん　　　　降ったね，　　　昔はQ

A　u：　）・」　tt　：N　kuz　u’」　a　o：　lg　a’q　t．　’a・de　ka　na　so　・　kioN　n’a　ja　cu

　　ウーン　ウーソ，　くず家が　　　多かったので一　　　つらら，　　こんな　ゴ　あが

　　sagaqtena：　koNRa　krEB：　sapaqte　miNna　’kiuzuja一
　　下ってta　一一，　　　　こんな　　位　　　下って，　　　みな　　　・くず家の軒

　　no　．kio；n　o．　n，a　rta　Nden．a　：’　1〈　oNR’a　・k　ur　’e　：　no　ka　ni　a’　，9，0

　　に，　　この，　　．．並んでね一，．　　　　　こんな．’　　位の　　　　　　　つららが

sa導aqte
下って。

K　micidemo　1〈ojaq1・te　ar’ukuto　te：　sureru　ikre：de一一
　　道でも，　　　　　こうやつ．て　　　歩くと　　　　　手が　　す承る　　　　位で

sitana：
したね一。

A　ti　：u：N
　　ウーウー一一ン，

K　」　o：　rj　o：　ho：　e　ak　e’　t’en　a・　ma　Nn　ak’a　ea　ee：t　or　udake　一一

　　よく　　岡三へ　　　　　　雪をかき分けて．ね，真中が　　　　　　空いているだけ

deqsj　aro
でしょう。

M　icugoTol〈ara　huruno：
　　いつごろから　　　　　　降るの一？

1．j
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蕉S・・a』m．・：らS．・’n’・．’t・Sin・aN　be：de・na　Sj・igaCU

　　そ濯もう・その　年の　あんばいでね・　正芦．、

　　zibuNka　sjo：9acumaelli　huqta　toki由。　arusin・a：
　　　頃か　　　　　正月前に　　　　　　　　降った　　　時も　、　あるしわ一。

Al。：。k。、。9i。i，」． B三呈6ibacu　h。qt。．t。k・・i。．qt、9。

　　よく「秋すぎに・　　ト月に　　降った　騨．、．あったが・

　　mada　taNbo　owaraN－n◎ni
　　まだ　　　田んぼが　　終らないのに。

1〈・eN…n・haz・吻t… s・・画・・…a・」・・…u一
　　戦争の　　　　　　始まった　　　　　年だったかね，　　　　　　　　十月

　　nO　ZIU：SaNniCi．ka　Z∫U；iCieaCUn◎ZIU：Sa｝1　niCi
　　　の十三日目　　　十一一月の　　　十三βかに

　　h・qt・k・t・Paa・・w・i・・1．　．・
　　　降った　　．．事が　　　　　あるよね㌔

　　hu：N　　　　．　　・　一”　　　　．．・
　　フーン。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　
A・ju・i。igacu。i。。　m、da’ ≠撃 i．． B．im。w’。@・u・d－i’・。i　’

　　胡鵬　　　まだ秋脾をはわないう㍗lr．1．一’，．

m．i：Nna　taNbo　kaqtenaijaCuo　nisi：mi．．｝毎a　nete
　みんな　田んぼの刈ってないやつを・、、西の方へ．．み㌧，：．縛

　・m・qt・…　hig・・in。　h・、lb。1S臨・t・k。・a　k．al’q　ta

　し献か㈲凍の　　方の　隅から　，．吝睦、

　koto　aru
　事が　　ある。

　　 okubi　koNna　mONni　orete　maqta
　稲の穏首が　　こんな　　　ふうに　　　折れて　　　しまった。

．．．・N・dl．。．．圭m・w。　s。：、。：h。・，’．。 Dh D， @N1’

　それで，　今は　　　そう，　そう　　降らない？

imawa　zit・1・k・：・＝naqtadena：huraheN〔笑〕
　　今は　　　人口が　　　　多くなったからね一，　　　降らない。

　hu：N
　フーン。
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A　hora：　mo：　mukasiwa　sitoni　hanaseN　kre：　na一
　　それ．は　　もうt｝　’沼菅ば　：　　　・．　人に　　　　　話せない．　　位　　　　難

　　Nei　sitekita　moNzjawaRa：　Racukasi：　kre：
　　儀を　　してきた　　　　　ものだよね一、　　　　　懐しい　　　　　　位。 　’

M電探毒∵多ε9・㍗謬留e辮e凱1∵・

A　＄ate　korecju：　kotoz　Sakedomona　jaqpa　taw’ara一
　　．さて，　　之という　　　　．事だけれどね，　　　　　　　　　やはり　　　俵

eosire：　sja：　omahaN　wara　sueuqtari　nawane：一
ごしらえを　　す1・iば，　あなた，　　　わらを　　すぐったり　　　　締ない

ga　ici　baN　eraka　qta　koko　mu　ke　te　ma　uwa　it　a：
・が　　一番　　　　　疲れた。　　　　　ここが　　むけて　　　　しまうわね一。

　kojaqte　hosona：　nawabikotoniwa　ofp．e：　ohuroe
：’こうやって　　細総を　　　　なわない事には　　　　　　あなた，　おふろへ

囎蹴：he　b」＜獅謬？dう融きて？ju：te樵m鴨竃「　

熱㍑ポう：撫1∵帯穿，謬榔ぐ．幣．贈｝

ra　ano　sju：tosaNja　ziqsa　gozaqtena　sju：tosaN
．警・憐のrゆどさんや、．、．ttじいさ夕が喚幽てね・．「蔓舜さんが

gozaranatNdara　！no：　nejeka：qte　i．cimse：　taqta
いら・し P・’．ら一群「「もρ．ねよか弓、といっuCi／　’瓶∫　’　”4の

iciwa　no：te　soNde　suqto　nurarerukedona：
一三だけ　　なって　　　それで　　　すっと　　寝られるけれどね．一。

nakanaka　sju：tosa－N　mo：　aNta　tawara
なかなか，　　　　しゅうとさんが　　　いられると，　もう　ttあなた，「俵を

miqcu　gre：　aNdaNjazo
三つ　　　、位・．．　編んだんだよ。‘・ ｛

K　e：N　icucu　gre：　aNdawa
　　い一や，　五つ　　　　位　　　　編んだよ。

A　heNni　jonabenja　huNdake　amuNzjaDa　soNdakeno
　　本当に，　　夜なべには　　　　それだけ’　　編むんだが，　　　　それだけ分の
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　　nawa　nawa　no：te　kuNzjaN　zjuNbani

M、∵轡ig∵轡・’壁
　　ブーン。

ig　koqte　jaqpa　otokono　sitowa　otkono　sitodena：
　　そして　やはり・男の　，人灘　．卿　　人でね「　．l
　　m。k。，まlw、，。w。，ad。、i，、1。，。痘b。d。自画茄◎

轡＿，．＿．俵㌣娯よ．う’・　　燦鱒の一

　　tawarano’nawa　to：＄anakaNdesuna　kucinawa
　　　俵ρ．＿箇を、．、解け禰らないですよ㌔口鞭．．

　　’t　o．．：　sanaraN’　s’，i　ue　karage．run6mo　fbiNna　h．gt6i

　　脚漁第四＿㌣カミらげるのも　．．みな’・呪さい

　　nawana．　mi．ts｝na　’，ot”okono　sitowa　ko：ju：　hutoe：

・．

ﾕ。認∵∴∴∴’．．こマ∵．圏』太い

∴d’き．∴認〕義∴∴＿。N＿eh。、。、na

瀦∵。蓋∵謝∴1∴。．．碧∵∵．

　　轡打って勲轡ば㌔・・女の．．1桝よ・うで1で騨工ら’．
：rtk．　，，5d　bi　de　otokoh　b’　s　ii　t　d’　vi）a　1〈　a　｝」　uc　i　q’t　e　nh　ka　N’　s　」’o　：　一

・／そ

?．男◎．．，．；規．・．綿櫛馬㌔正．
　　b　a；’　elu　su　giruto・　hu　’c’　uk　awa　tt　c　1’　z　om　ez　」　aqeeqte

月が

Aす著cr、．＿遡、．・搾騨江って・．「∫．：

　　Nde　warau・¢i’　・sitai“z3a

　　そ栖、わら轡汐騨よ0　　．　．：・．．
A　sjo：　g－a¢u　’h　ucu　1〈　a’　no　h　’i　wa　na　：　asa　tca　：te：　ohi　ru一

　　正月　二コ口　畔7・騨∫蜘’ピお昼．三
　　made　waraucizjaqta　hucukano　sizome　irnawa
　　までわら搬つた．　　｝・”，Ci）　し甑．．斜∵∫
　　war　auc　i　se：　heNd　en　a：　ra’tt　’u”　ri　aqte｛　awa　

　　わ1訂しないカ1らね7∵b楽‘こなつ轡屯3．　tt　tt　t／t　i

　　　　　”　一一　38一



班jamaemo三qta
　　山へも　　　　行った？

A」・m・：ik・n・t・kim。Na・ah・鞠・nか．・（笑・）「舳晦6」。． F一

　　　山へ　　働職漁ぱたき物が　．ない力竃ね。　　　　　．今の様

　　？菖搬、㌘胆τ1糖、1畿1雌e：1“’t・・e｝善；聖ぎ

　　ic　ima．k，　izj．q，　d．　e　d／o：　Nto　t，　，ak　imoN　de　na　：　seN　k　o’t　o　一一一

　　　ばカゆだかち　　　ど一んと　たきぎで　　準備しない　「3S

　　niwana：　iMawa　gasuz］atara　naNzJaqteqt．e
　　　にはね一。　　　今は　　　　ガスだとか　　　　　　　何だとかいって，

　　・…m曝・m・・h．u・・d．a，k・・．・」・d…　ah・‘・k・d・…・、t・，：こb．

　　　たきぎなど　　　　　　　おふろだけだから　　　　　　　　要らないけれどね一，

　　de　kw’　dak・e，　hg　ge　na　Tno　fi　o　，，　jame　：　／　iqte　i　mawa　m’i　n．a

　　どれ燭．観な　もの・山へ・’一・tr・て・今は　みな

　　ri　ja　ka　ja　kur　umade　iq　t．　aru　／・　ii　te・　iwas　：　ta　n　i’　”　b’　lt　u一

　　　「ジャカーや　箪で　 とりに行ってやる1といっで言われるけれど，奥

響r＜K．．暗淵‘e＞脇1∴la：

A出てlm課よa伽。．傷墾跳n．？．t憲評t認¢鶉ukしし

　　s　i　t　ew　a．　，hp　s．　i．　t　ewa　o　i．　net　e　ls－e　qt　，e　k’i　t’　’a n　’oi@｝｛　derp　o

　　　してはジ　　　そうしながら．．．　せおって　　　帰っ．て来たの。　　　　それでも，

　　icinicin　i．　hut　a．k　e：　ri　cu　cuwa・・　su　s’u　q　s’i　tano

　　　一日に　　　　　　　こ二往復ずつは　　　　　　　．．　楽々と　　　したね。

K　mu　kas　i．　no　mo　Nno　ko　to　orp．　outo　imapo’　’m　oN”　as　“．　N一

　　昔の　　　　　　　春の　　　事を　　　思うと，　　　今の　　　着は　’遊ん

　　do　r．一u．．j．f　，：，　n4　ip　o　N．j　a　ls．e．　d．，一〇　，k　．o．　N　d．　em　o．　・S．　o．　N　．d．　emo　i一　ls，’　P．　ga－1’一“

　　　でbる様ガ　 砂だ・　臆ど・それでも・　そ沢も　．「忙

　　si：is◎easi：qteqte〔笑〕．．』　　「／1・‘：．
　　しい　　忙しい」と書って。

M　uhu　hu　iso　g／　a．si　：．

　　ウフフ・　　忙し締∵∴　　　　　．t．
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　　｛SOgasi：　isO｛｝asi：
　　　忙しい，　　　　　　忙しい………

　　k：odomodemo　jama　 ikuno
　　　子供でも　　　　　　山へ　．　行くの？

K　e：　kodo！bodemo　jame：na　gaqkokara　socugjo
　　ええ・子供pa・1　山へR“’，’・　i．学校力tSら　弾．．

　　gaqko　agaqte　kuruto　ci：se：kago　◎inetewa
　　学校から燈って‘くるど　小鮮．：．’．籠．．酵．マ、て1㌔

　　iqtanO
　　　行っ・たの。　　　　　　　　　．．・　．．1　　　　　　　　　　：　　：1一’

A　圭頗a　slo：kozilame：na　kodomo　goniNmo　r◎kuni一一
　　　ね．，　配…ヨー．コ毒山．へね戸：．：・　・子供が　　五人もけ　ト　六人

　　lmO　CUraqte　haSirU　wana：　nakanaka　ta：raamiwa
　　　も醗つ∵．走．つで行く．よ鵜．励㌔1麟租

　　koko｛｝ana：　sUrerusi：
　　　ここがね．一ヂゥ，〆　擦れ，るし。

：〔　 mi－Nna　kokoga　kimono　jaburete　maqte　k◎：ju：
　　　皆　　　　ここが，　　　藩物が　　　　．．破れて　　・．「・　しまって，　　こういう

　　tokoni　hibi　iqpe：　kiretaeana：
　　：所に　．　　ひびが　　一ばい　・　きれたがね一す

Au・il。qt、・・◎、i。’ 堰垂＝Em・aB：、t…d・」。。uw。　akaN
　　　私の家では，，　　　　おじいざんが一「お前の　　編んだ・　　のは　、．・　だめだ，

　　sime：de：　nawa　na．eqteqte　huqte　nawane：baqka
　　俵がしまらないから。　縄を　　　ないなさ．い」と窟』って，そして，　．由ない縁かりを

　　　saserareta
　　　さ．せられた。　　　　　　　　　．1：ト．．　　’』．　　　’　　　．　　　　　　　　　　　　‘．．1．

㍊　 Nde　jamae　iqtarasa　iroiro　maqtaketoka　aru一
　　それで，山へ　　　　行ったらさ，　　いろいろ，・．蒐松茸とかが　　　　　　　ある

　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　］aro：　SO：jU：nowa　jama
　　でしょう。　そういうのは？　　　山，

菰maqtakewa　ano　akide　nakerana　he：re：heNdena
　　松茸は　　　　　　　あの，　　秋で　　　　なければ　．　　』．入れないからね6：i’　　く・
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　　nacu　’a”k’iii　”

　　　夏，　　．秋，

M」瀦ﾉae集認醜畿n’犠・；鴇憲lwa

Kh・Nna　zib。N・・’・h・N　n・N・im・a・aheN　jざ漁akelガ
　　そんな　　　時分は　　（松茸は）ない。　何も　　　　　　ない。　　　山開き後に』

　　i　．．k．．　gi．t　o　s　e’：　e’a　ij．　j．　og　t　o　s．u．　．q．　tl　ona’，：　n｝一i．　”p　o．　k．　g．　s　i．ka　’　g．　｛’io　：’

　　　行くと　　　　　　ひょっと　　　するとね一一一，　　見残しか　　　　　遅

魅瓢・㍑押a賭．t曙老’mo．．a習癖蹴顛くM覧’一

溜6S1’．：蹴嚇a囎疑》論蹴ta齋・h‘・

　　m’　i’n　o’　ke　si　i　ga　ni　’a’　o　so　：　det　a　’j　acuka　p一　aNja　sj　aNke一

　　晃残しがね，　　　　　　　おそく　　出た　　　ものか　　　　何か　　　’　しらないけ

　　do　hjoqtosuruto　iqpo｝Jmo’　a’qtaka　’s・jai“ga’　n3eq一
　　歌ど，　ひょっとすると　　　　　一一Ptも　　　　あっ．たか　　　し酒ないが，．め”：っ

　　tani　ne：wana　’　一　，　’　一”　　たに　　　無いよね。

　　hu：N　・’T　s．
　　フーン。

Az’」・・董・i・・・…τ D’浮≠モ浮汲≠嘯R・d’・．　．：　…．
　　　十一一月の　　　　　　　　　二十摂だから。

K　hacu　ka　pa　」　aima　Ei・kej　aqtadena
　　二十Bが　　　　　山開きだったからね。

　　b蒲IU：noa養8ng黎。i押e・．k翻騨◎甑

K　bla．　．N　s’」’u　；　wa　b．　aN　sj　u　： 　p’p　’　a．！　oR　o　ba　bl　lb　aN　s」　u：　qt　e

　　晩秋は，』　　　　　　晩秋の　　　　　　　　後の　　　　晩々秋って

　　Jacuea　aru
　　ものが　　　ある。

M～職。撚溜。翻識N餓01’亀竃㍑．heN堕、
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K　　kaqtakedona：　sρ．icuo　cj◎boqtoka　kawaheNwana
　　飼・た臆どね一・　それを　少ししか　　飾なb’岬

A　cjoboqtona：　muradakede　kauna：na
　　　少しね一，　　　　　　村だけで　　　　　　飼うのだね。

b．9　muradake
　　　村だけ？

Σζ　kUWa　toqtana：　naCUja　nacuk◎ja　s，U：koni　tO一
　　　暫．、と噸「、，麟　麟や　噸こ．＿・と
　　qt、　s’、kiqp。ea　n。k。qt・・u雨…　w・h・・d・。・

．．慾騨の方が　残っているんだよ’　上の脇それ噛

　　響噴：ごkk・，yaga義噸賜「u“o＞劉a劉鵬㌧ご酔

　　de．Nde　soicude　cj◎boqto　kaqtadakejawana：
　　　r，，だからそ樋　少し　、鰍灘よね、

　　baNbaNS3U：te　jU：tOSe：ea
　　　喚々秋と、．．いうとa．

A　S。i．．CUe1Cj。b。qt◎kaUt◎na：m・：UC至：も・Nna
　　　そ灌　　少し　　飼うとね・　もう　騨．そんな

　　　Oke：kOSaNnO　Zeni　ater｝i　SitOra｝1eN（le　SON1〔1a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　お蚕さんの　　　　　　　銭は　　　あてに　　　していないから，　　　　そんな

　　zibuNwa　soicu　uqte　hoite　icin◎mijamade　ito
　　　時分は　　　　それを　　売って・　そして　　　＿宜まで　　　　　　　　糸を

　　ke：Ri　iqte　soicude　hata　oruNzjana
　　　買いに　　　行って，　それで　　　　　機を　　　織るんだよね。

輝．　ito　kaini　ikuno　kONd◎wa：　Nde　hata　orun⑪
　　糸を．．、買いに　｛即？鰻は・　それで機を織るの？

A　itO．ke：ni　ikU　Zeni　kOSaerUNZjana　h◎qte　mi一
　　　狸：騨いに．8く．轡　こ触るんだ“　tae　そ堕　脚

　　1・Gnan◎kiMono・huju　koseerUNzja’hUNde　hata．
　　　の　　渤を　　冬に　儲んだよ・　　それで　．機を

　　　OranaraN　S◎iCa　UCiZjU：atekOtOni

鱗騨なD∵家中ρ㌦轡㍗，．己．．，



M　ano　zibuidokode　kirup－owane：　hode　zeNbu　iede
あの繭鰯で @着るの暁＼それで欝家で

　　oqtano
　　織ったの？

K　huN　ucide　oq　t’ano
　　フン，　家で　　　　織ったの。

M　hata　Nde　kawahe］」no　so：　ju：　kiz’ 奄鰍＝@na’N’kia

　　撫　それで・買わなV｝の？　そう．．いう鞭や、　鱗・．

A　1〈　awa　heN　cj　bqtomo　ka　wa　heN　ze　tsJ　bu　oqtano　’ 噤@ibu一
　　買わない・　外も．　　買わない・、蝉．，、轡・たの・齢

　　Nde　na｝・］nimo　kawaheiki　’kimono　h．aqkakederllo　ura一

　　島　幡　　 賢わ魁’・　着物や．．，は・かけ騨　　　≡襲

　　d　emona　：　mi　b］　n’　a’　’oqt　aii　si　m．a　z　i．　bu　tN　de　ha　Nko　osi一

　　　地でもね一，　　皆　　　　　織ったの。　縞は　　　自分で　　　　　もようを　　おし

　　te　koserti　｝G　zjade
　　て作るんだから。

　　hona　icineNzju：　isoeas’i　’：　n6’：

　　それでは　一年中　　　　　　　ケ亡しいね一，

K　isogasi：　sora　icineNzju：　cjbqtomo　himanaqte
　　忙しい。　　　　　それは．　一年中　　　　　　　少しも　　　　　　暇なという

　　koto’　araheN
　　職ま　　ない。

回経済的な面その他

Mhonara　ano：　」eso　ikutoka　araheNrie　so：
　　それでは　　あの一，　よそへ　行くとかは　　　ないの？　　　　そ1う

　　1〈oto　asobini　ikutoka
　　事は・　．遊びに　　　　行くとカ5

K　asobinja　meqtani　ikzihenaNdana：
　　　遊びにけ，　　　めったに　　　　行かな々漕たね一一。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晶43一一
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：，kthV．　i’

@Au：N　okaqtemo，’　’aN2jaro
　　フーン，　お勝手仕事も　　あるんでしょう？

K　◎kaqtemo　seNnaraN　〔笑〕
　　　お勝手も　　　　　　しな1ナればならない。

M　hona　omacuriwa
　　それでは　お祭りは？

z〈　oma6uriwa：　mo：　ok」akusaN　jobaiNnaraNsina：
　　お祭りは　　　　　　もう　　お客さんを　　　　呼ばなければならないしね一，

　　sode　jaqpa　josono　omacu．riwa　hora：　ikuwa’rta：
　　それで　　やはり，　　よその　　　　お祭りには，　　　そ泊は　　　行くよね一。　　　．．

］vii　’　ku　bJ　ka　i　kote　cl　ono　kurai　toreruno　zeN　bu　de

　　フン，　蚕って　　　　どの　　　位　　　　と承るの？　　　全部で，

　　i’c　in6N　lt　e

　　　一年で，

　　cloNna　1〈ure：　toretajaro　icineNde
　　　どんな位　とれただろうか，一年で，

A　ho：zja　mukasiwana：
　　　そうだね，　昔はね一………

g．　’ 奄?　’u　ik’　a’　s’ja：　sl　02」　k’　6　kaN　Rr　e：　｛oqta　ka　wh　kara　t“　na：’

　　　昔は　．　　　　　五十貫　　　　　　位　　　　とったか　　　わからないね一。

　　hu：N　sozjakedona’：　atal〈tisiNta：　koko　kitani’
　　フーン　　そうだけれどね一，　　　　私達が　　　　　　　　ここへ　　　来た時に，

　　okome　taka：Ba　ima　iqpje：de　mukasiderno　iqp一
　　お米は　　　たかが，　　　　今　　一一eeで，　　　　昔でも　　　　　　　一

　　je：wa　iqpjo：zjana　joNto　goeNdesi’t’an’i
　　　俊1ま，　　　一頃だね，　　　　　　　鴎斗が　　　五円でしたが。

　　留搬oa　．・．　「．1『　．…．二；l

　　okome　iqpjo：eana　g’oeNZSa　kjlo：bi　rianase：e．N一
　　お米　　　　一郭がね，　　　　　　五円だよ。　　　．今は　　　　　七千円

　　deqs」aro　gg6Ndesi，t，qna’　，SoNdemQ，i　s’iNs」o：　」．aq一
　　　でしょう。　　　　五円でしたね，　．　　　　それでも　　　　．身上を　　　　保つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一44　L，　・・



　　t－e．　t．　a－N　a．．m－el’d，e．　Ma　s．g．．E．o’c　tt　b　o’j’a’　1｝一’o　a」　n　a　k一．f　ie　o　33i｛fii：　t　o’

　　てきたの。　飴玉’　　　　一粒だ，　　　　　　　そんな　　　事を　　　言うと

　　w・，aw。re，uk，d。m。na：〔笑）：　　’「■・「／　1’．
　　　笑わ；れ、るけれどもね一。

A　ho：ja　jo：　jaqte　kiqteqt’ ≠早f
煤@a’

@goeNd’ ?’ 唐奄狽≠mna’

　　　そうだ，　　よく　　やって　　　きたという様なものだ。　五円でしたのね，

1粟me’舗1∴…0＜K　z4幾：「oqku聖a轄oq＞

M　1〈aikowa　done　kurai
　　　蚕は　　　　どの　　　位？

A’ke：kowa　tee：te：
　　　蚕は　　　　　　大てい，

　　Rozj，tiq’1〈aN　gu’rai　aqtajaro　icineNde
　　　五十貫　　　　　　　位　　　　　あったでしょう，　一年で。

A　goz］uiq　kaN　gre：　z．3aroke　’：　na’harukoda　1〈leabin6’
　　　五十貫　　　　　　　位であるもんかね，　　　　　　　春蚕だけでも………

Kha「を・k6d・em・・a・・ju・k・面・sa・・j・・‘：…蜘k会西
　　　春蚕でも　　　　　　三十欝の，　　　　　　　　三十　　　　　五・六貫。

A　saNzj　uqkaNna　，N　teqd　ena　so：　jaqte　」’　aqt　eq　it　ein　ona：

　　三十貫とか何とかでね，　　　　　　　　　そう　　して　　　やってきてもね一・・一，

　　’g6Nderno　me：ga　ano　komeno’oita　moNz」ad．ebd：
　　そ承でも　　　まゆが　　　あの，　米の

　　oha　zu　kasi：　j　ona　rr」　oNzj　apana：　hu　b］　dem　o”　n　cA　ab　”zja一

　　お恥ずかしい　　　　　様な　　　ものだがね一一一・。　　　　　それでも　　　　何だ

　　wa　ilicura　gure：ni　iqtana　aNde
　　よ，　いくら　　　位に　　　　　　なったかね，　あれで。

　　ikura　gre：　tor’e　mo：’oboe
　　いくら　　 位　　　　とれ……もう　　　覚え……

A　zj　u：g　’oe　｝“　no　toki　aqtana：　Bacu　1〈　o　huq　te　na：
　　十五円の　　　　　　時が　　 あったね一一，　　夏蚕　　　　そしてね一一t

　　iqkaNDa　iqkaNmeDa　’　”　　一一・貫が？　　　　一貫めが？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一45一



藍醤kaNmρぐZ潔羅岬ana：〉瓢

M　zjuqkaNm．ega　zlU：90eN
　　　十貫めが　　　　　　　　十五円？

A　aτni　korewana：　me：wana：
　　　　　　之はね一　　　　　．ま喚はね「，．

K，」。，φ．eNm。，i，。ka、．i，、。

　　　†珊一　したかしら∵、・

A。aNz」aaee　amean・・9，t。　t。ki　・i　・h・m・：『
　　何だよ・　あげ．”・繭　あの・あげた　　時にね・　　、禰が

　　huruto　sono　me：9a　 tataNdella：　ki：tQja　dasaN一
　　降ると　　　その　　　まゆが　　　たたないからね一・．　：生糸を、．　、　．出さな榛，

　　de　h。13　de　jaqsuiked・aOeta　t。kin・。teNki’ga
　　O〈“・そ拠・．糊梢．・，競た　響　・お脚1
　　。：t，」・q・」・1．。。・t・t・k・：k。qt．・k。d・。・：huN一

　　　よいと曙舘・でんと高く・．解行く榊㌣それ

軽物購’・喫鑑細蟹醜く竪一
，＿，阜e搬暖．「，U．to、∵♪0膿巌窟

K。t。・ki。：t。。、童t。。。　taCiga　e：n◎m。：w、　it。。。
　　　お天気が　よいとね・　糸ρ　　質が　　よbの，まゆは・　．、糸の

　　taciOa
　　　質が。

Ah・Nd・。k…：k。ap・・it・m・。。・油。kiqt。qt・c…kik。＿
　　　それで　お蚕あげを　　してもね・　　嗣めきってし・て

　　NhO：qtO　ko：laqteme：O　CUqCUqCUqto　SUqtOkja
　　　　　　　　　　　こうやって　　　まゆを　　ツッツッツッと

　　it。ku。iP・mi。a　k・wee：t・k。f。d。q。lar◎・m，d。m。
　　糸口が・・玩’　　　みな　、　乾いて　　、　　くうでレよう。．　　　　．雨でも

　　h。dt。，ik，t、．t．。k」・it。k。、ieami鞠。m。：k。一
　　　　　　　　　む

　　即興　時は　繍・．＿．爾　響作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一46一



　　se：te　kunoni　itOkuciga　hiqCUitemaUN　huNde
　　　って　　　　行くのに，　　　糸口が　　　　　　　くっついてしまうのQ　　　　それで

　　。n。，　z」。、。、，aND＿i，。’，6，’。臨．、‘，　」’。，，。m。

　　　あの「蝉ん醐　、轡志るのlr，、少吟
　　taqtekONnbzjawana　k．’a　ra．karakarakara・£aqCU
　　　たって　　　こないのだよね。　　　　　カラカラカラカラ　　　　　　　　タッツ

　　it・kU・iDa・ik・t・m・qt…　h．・・gt・m・b・胆、．．．UNt・
　　　糸口が　　　　　　しけて　　　しまっている。　そうすると　　まゆが　　　うんと

　　jaqsuidesuwa』aqko　uciNtowa　o二so：　kawasitade
　　安いですよ。　　　　　　rあそこは私の所より　　　遅く　　　飼いなさったので

　　a，◎k・w’・t・1…．・：・．q・．t・a愈・k・na　Cj・qt・ha　j。　k・qt・一

　　あそこは　　　高く　　売られた」とかね，　　「少し　　　早く　　飼った

　　de　me：ll◎　taciga　waruide　jasu玉tQkaqtena：
　　　為　　まゆの　　　質が　　　　　悪いので　　　　安い」とか言ってね一。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン．1．ノ1；．／1　．．／t．

　　dお：bUNto　｝1UNde　　icineNni　・torUnξ1　．harUkσ・．¢・alCede
　　　大分に，　　　　　それで，　　一年間に　　　　　とるね，　　　轟蚕だけで

　　s’aNzjuq．kaNja　jONZjuqka、N　torudeqsjar◎　mo：
　　　三十欝や　　　　　　　　四十欝　　　　　　　とるでしょう。　　　　　もう

　　sono　atokarawana：　sotod．e　haga　cu郊de　kimase一
　　その　　　後からはね一，　　　　　　外で　　　　　葉を　　　摘んで　　　こなければ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と

　　Nnara響dena：』　uci：　tor圭1k．orne：heNde　Nde　sukUBO：
　　　なり窯せんでね一，　　家へ　　　とりこめないので，　　　　　そ灘で　　少なく

　　Rar玉・．masb．w．a・

　　なりますよ。

M　Nde　harukOWa　icibaN　O：i
　　そ糎韓㌔∫，．嗜．　争い？　　，
KuN　haruk◎ea　icibaN・：iwana　hla　ruk。t。　sjU：k6
　　ウン，　推認が　　　　　一番　　　　　多いよね，　　　春蚕と　　　　　　秋蚕
　　　　　　　　　．‘’．』1　．　・：　　　　　　　　　「．、

　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　ゆ

　　teq　jaCU］a．無a
　　　と呼、働∵，，

A　icibaN　O：iwana：
　　一番　　　　多いよね一。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一47一



蓬．�E脚m・・d・1・・k・」a・anacuk・吻・ri・6：『ぬi
　　　そめ他は　　もう，　　土用蚕や　　　　　　　夏蚕は　　　　　あの一，　暑い

　　『t6：kilaδ。、。：m。．．kaemah，萌・f。　k。加wasi：d6h・：
　　　時だから　　　　そう多くも　飼えないでしょう。　　　　忙しいでね一，

　　」・k・：k。waSetむkaNn・f・蝿・
　　　よけいに　食べさせて　　いかなけれ｝紘らないので∴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しA‘dee：te：　hacukade　agaqte　maude
　　大体　　　　．二十資で　　　　あがって　　　しまうから。

K’：uN　h。・ukade　ae・qte　m・・d・fi・：Nd・i・ke．kae・・＿
　　ウン，　二十βで　　　あがって　　しまうからね一。それで　よけいに　とりかえ

　　raN
　　なけ激ばならない。

Aha，。k。w・．・sit。。Ukizj、it・t。h。
　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　春蚕は　　　　　一月だったよね。

駕huNde　ka　i’k・n・◎k・net・＄・・eka・a・kome・k．6：m・
　　　それで　　　．蚕の　　　　　　代金と，　　　　それから　　　　　お米，　　‘お米，

　　　・k。m，。k。mさ6・uq亡。。k・。6・
　　　お米，　　　お米を　　．亮つた　　代金。

A［．・d噛akez」・．hq』S・Pa　s」・：hj・：’・i・a…鱒
　　．それだけですね6　　それが　　収入に　　　　　　　なるの。

　　．・・：・・1・t・k・・6S：も㌻卵・．1・m・：1　iqt・t・k蜘・
　　そう　　そう，　男の　　　　「人は　　　　1日置　　　行って　　たきもの，

　　warikin◎　iqsokumo　surudake
　　　割木の　　　　　一束も　　　　　するだ1ナ。

Ah・・aim・n・・P…e・・NM・・k・画esit・m・．iq．pe：：i’争

　　それは，　合　　　七千円も　　　　　　　お米の値が　しても　　　一ぽい一

、黙：認80n◎懇’rlga瀦｝no．潔器砲toqte

　　hUNnara　slaqk玉N　haciwara　na　qtakasQ童：ja
　　　それでは　　　　借金が　　　　　一ぱいに　　　　　なったかと　　　　い．うと

　　do：ka　ko：ka　mawaqte　kuganal：　kore：takaDa
　　　どうか　　　こうか　　　やりくりして　　行くが：ね一。　　ごれ｝　　　僅か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一48一



xeq

K

RQeNdaqtana　goeNno　komede　k：or’e　ge：kacu
瑚だったね・ @五陶　　緬　

これ・ A蠕を、

site　kitaNnade　buqka　sono：　ゆ　して　　　きたんだから。　　　物価，　　その一……

SonO　kawari　imamite：n童ze：taku　Se：he‘Nwana：
その @力勅・　今の：様には　轡嘱掌，．，しな1勲一・／・，

osat◎　naNkademo　omacuri・‘gre：hoka　taberarehe一
お磯 @な砂でも　．脚、　倖．，しか＿食べ榊．・・

naNda　Otohudem◎　imawa．hudaNdemo　to：hu：ziru一
かった。　　お豆腐でも　　　　　今は　　　　平素でも　　　　　豆腐汁

k雛ka〔笑〕ぐ触翼um∵謬書舗》辮mO
。t。　rah，・m。：．9誼．。．cu，i　9，「e：d。na：。、k。。・。・N一

欝∴∴謹∵h∴．遜＿灘∵…何か
事が 騨も．あ轡か？挙．．

hUna　kUre：ni　Siee－ita　m◎圭“Zjawana　hota　OkOme
　　　　　　　　　　　　　　むそんな　　　位に　　　　　　して　　　いた　　ものだよね。　　　　　　それは，　お米が

9。。・1。。t　’。kini　n．aNz。． 梶Bk．、t。　i。im。：k、d．te　ni。＿

響∴。、脚は　浴衣・ご㌔：セ．貫つ∵．二円

　だったのに。

k。d。m。w、　k。d。m。qt　。’ 煤Bk。、a・i．，。k。d。　db。。

鵬榔・騨・い鯉・どρ．．
　位：？

k◎d◎moka：／W　naNniN只urai＼　wata層§iwa：anO：
争供帆　＼　鰍　 倖・ノ枇　　あの一・

幻。：PaN　〔笑〕watasiwa　ffjo：saN・u曇dade幻。：saN
たくさん　　　稗　　 た鯵ん　掴んだから、たくさん

。（ltak．edo

居たけれど。

　　　　　　　　　　　　　　　　＿4．9＿



蟹　oba：saNwa　hutar三ja
　　お婆さん（Aの事）は1、こ入だねe

AU：N　ba：claN　hutari
　　ウーン，お婆ちゃん（自分）は二野。

K　watas｛．wa　fohm圭N
　　　私は・　　　　　　弾入。幽

鍼　mukasiwa　o：ik：edomo
　　　昔は　　　　　　多い1ナれども。

A　 huNna　koto　ju：zjakedo　ome：　kitamija、jaqsa一
　　　そん㌔事　言r、1↑網　　あ輪北砂ρ　やすさん

　　1愚警k潔∵Q黙瀦∵a・寒Nna留『∵宥N一

　　？a・雛le．震愚ごle誤鱗募実騨la：蜜∵a

　　naNzlana　mukasiwa　miixi・n・・3　roku　hicill・i醐a
　　　何だねジい　欝．』1．皆　六61』ゴ鉱が

犠撚taWa∵＜隔冠a膿瀞…a：＞
　　rokuniNOa　ciqtO　h．iqtQi　sitowa　hoNtoni　kuni一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む・：六пE．ttt．　外　蝋．』人は．1樽こ　九人
　　助a’、ju：niN。uguni
　　や　　　十人は　　　　　すぐに。

　　z∫u：niNMO　umas｛ta　sito　arll　Njadena
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　　＋栖　　漸なさった挿　あるんだか鱒・

・轟L　kitano　jaqsa：　mijo　kuniNmo　uNdani　〔笑〕　soN一
　　北の　　　　やすさんを　　見なさい，　九入も　　　　産んだんだから，　　　　それ

　　demo　miNna
　　でも　皆・一．．　　　．r．．1．．　　　　　．’．

嚴　 a£asimo　m玉x・lna　atasimQ　hiciniN　uNdakedo
　　　秘．　みぬ　秘　　．七べ1．　．醸だけれど

　　Si重OriWa　mO：　SlO：Wani　naq毛ekara　Umare℃aNja一
　　　む　　一人は　　　　　もう　　　昭和に　　　　　なってから　　　　産まれたんだか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一5◎一・一一



鬼1轡堅：。N＞ぐ鴇評ina＞葛鍛「器脚a

　　hajo：n・．o・Ucini　u．Ndadeln・la1：　．1．・
　　早い　　　　　　闘に　　　　産んだからね一σ．β

A　kono　maen．◎　kazo：sa1姓ac：i．d’em．oBa　hici　haci無iN一
　　この　　　萌の家の　　嘉蔵さん等でもね，　　　　　．　　　七・　　　八入

　　mo　ku郎NmQ．，　．．　』　　』．　；1
　　も　　九人も。

厳h．uNde　m圭Nna　geNkijano　　　　　　　；
　　それで　　　皆　　　　元気なの？

Ke：uciwa　miNna　okagesaNde　〔笑〕
　　ええ，私の所は　　瞥　　　　　　おかげ様で。

AmiNna　m・：sl。t・Ee：m・qte　mag．osa．bl　aru
　　皆　　　　　もう　　　世帯を　　　　もって，　　　孫さんも　ト　　ある。

MNde　erakaqtar．e：hoNdemO　takusaNlade
　　それでは　辛かづたでしょう’ね一，　　それ．でも，　　　たくさんだから。

K・Nh面d3k・・6　k・ki・◎d・t・・e…　・・　raNd・・a：
　　ウン，それだけの　　　　子供を　着育て　　　　　しなければなら癒いのでね一，

　　im．a13　O　ano：　iCibaN　SitanO’s　j6：．wa　naqtekara
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
　　　傘の　．あρ一一番　　下ρ・　駒に　，．な・てから

　　uNdanowa　arewa　mo：　al）．o　zibuNwa　h．aja　kodomoN
　　産んだのは．，　　　あれは　　　もう，　あの　　頃は　　　　　　もう　　子供の

　　tokikara　hul｛udesit．adena：　　　　　　　　　一／／．
　　時から　　　　　　洋繊でしたからね一。

M：huku　soremadewa　kimono
　　洋服，　　それまでは　　　　　　着物？

：KhuN　soremade　kimono　soreinaen◎re　1〈　uni±N　wa
　　フン，　それまでは　　　　蒲物。　　　　そ勲以前の　　　　　六人は

　　miNna　kimOnO　nUqte　sitatemasitaqtewa　kiS¢一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　　　　　　　　　　　　　む
　　皆　　　　　着物を　　　　縫って　　　仕立てましては　　　　　　　　　　　魑せ

　　㍊窓認a轡z幽鍵de譲亀～三聖：雷鯉e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一・　5’1一



．g．K

O．．，9　tv．．9．W，Aa　n　，a，，　，i　，

織づで肋一1．

｝ide　Raqko：e　ikuNdemo　hakaiina　ha）：te’iqtaNja一
それで，学校へ　　　　行くのでも　　　袴を　　　　はいて　　行ったんだ

wana：　hona　imanona：　hukuzja：　araheN　miNna
よ新・．’ck・・今の励　　溝そは　ない・　皆

naNzogotojato　hakama　otokodeme　onaoodemo
　何事かの場合は　　　　　　袴を，　　　　男でも　　　　　　　女でも

hakamazjadena
袴だからね。

　　　　　　　　　　　③・鞍忙中Q思い出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　録音輩ヨB寺　 1967年3月3日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　録音場所　魏井町岩手漆原

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅野ふみえ氏宅

話し手．

鵬） ｴ氏名）（糊）（生年）（職業）憺　住　歴）
　　K　　児玉きぬえ　　女・　明治32年生　　農業　　大垣市字搾（0～18）　垂井町岩手

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漆原（18～）

　　A　　浅野ふじえ　　　〃・：7－26年隼　　1〃　　　難井町府中市犀ぐ0～五8）．翻町

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝岩手漆原（18～）

　　麗　　　浅野ふみえ　　〃　昭＄S　21年生　学生　　　蕪井晦岩手漆原ぐ0～）

　解説：（4）空襲に逃げまわった事（P．52～P．59）

　　　（ロ｝食糧事情の苦しかった事：（P．59～P。68）

㈹空襲のこと

M鴇錦岡：cl∵1留as’乞を鴨嚇1『群so：一
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　　　り　　　　　や

　　CjU・
　　　軌

K　seNso：cju：　（笑〕　seNso：cju：wa　osorosikaqtade
　　　戦争中，．　　　　　　　　　　戦争中は　　　　　　　　　恐しかったよ。

　　bo：kU：90：　〔笑〕
　　防空壕，

A撫芝U：10　O：亀瓢ake覧隻属」∵a綴∴蕪1ま　a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」噛

　　koNna　moNzjaked◎　 oNdeja　heqtaNja
　　こんな位の　大きさだったけれど，　背負っては、入ったんだよ。

　　olde　haiqta
　　背負って　入った？

K　watasira：dell　o　hideowa　m◎：　josari　bo：kぬ’：『eo：
　　　私等でも　　　　　　　　秀雄は「　　　もう…　夜中に　　　　防空壕，

　　・齢i・n。：，ai・eNn・・Ut・、。：D「aC　j’、iqt・・，。1〈。一

　　あ練あの、「．卿三三ると　．すぐに，．や．

　　raheN　ekite　maqkurokejasi　okitena　◎：bi：
　　らへん，　　起きて，　　真暗だし，　　　　　　　．　．起きてね，　　　帯，

　　obi　sa｛）e：　kojaqte　tesa｛｝uride　obi　「toqte　hGq一
　　帯を　さがして，　こうして　　　手探りで　　　　　帯を　　取って，　　そし

　　te　senakani　o工・ide　maqtano
　　て　　背中に　　　　　背負って　もらったの。

Mn・：・d・w・t・・量・iq・」・kat・qju：t・Vi・t・・i‘u・・a一

　　どうして？私　　小さかったと書『励ど・　私は．生ま

　　「潔蹴eN」？

K　umaretorujaro　aNta　naNneNumarejan◎
　　生まれているでしょう。　　：あんたは　何年生まれなの？

羅tasi喫糠譜N帥く脇職a三野
慨〉臨蹴1廟。瓢as’＜K潔1＞
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A

A

　　　　　　　　　サ　　　　　　　じ
seNSQ：SU｛）1Zja
戦争すぎだ。

SeN，・：．・な0月．hn・w・t　a’・SiN　d・k・wa　Zj・：1・n・N・i’
戦争すぎだね，　　　　　　　私の　　　　　所は　　　　十四年に

Umaltet◎rttN　icibalq　sime：｛｝ana：
生まれているの，　　　一番　　　　　終りがね一。

。。N，。t。　b．。：ku：e。i　u・in・1・m，’、・aNwa・a磁δa6aN・
侮かと，　　　　防空糠へ　　　　　家の　　　　嫁さんは，　　　　阿弥陀さんを

SitOCU　　iCUmOka！nO　 Seぬakani　Oinete　．arUite
　む一体，　　　　いつもかも　　　　　背中に　　　”背負っ℃　　　歩いて

黛ozaqta
いら承た。

hu：．naN　amidasaN、q毛e『n’anヂtt一’正　・月
そんな，　　　阿弥陀さんって　　　　　何？

h…k・・aN・mi． пfE ・a・qt・’ Eir． ＝@・・　！」’b「：・ガS・2毎〔笑〕

　仏さん。　　　　　附弥陀さんって　　　　知らない様な　　　　「人，

k・nQ・圭t。，、nas「 ≠求c’堰@kf・q＝c∫awa　anii’d・・aNqt・
　　　　　　む　この　　人は　　　情ない　　　　　　事だよ。　　　　阿弥陀さんって’

S呈r，aN　k・n◎sit．・
　　　　　　　　　　　む知らない，　この　　　人。

oine£orUqte　nani
背負っているって　　　何？

、・en・k・…i・f・et’ E，・1 ﾉ・jぬa　h・i　，1・iq・1・．：k’eNm，．：
費申に　　　　　　背負っ℃いるんだよね。　　　　それで　　　一所懸命

hasiqte　arUitorUNZjana：　b◎：kiit：90：e ：he：r「 ≠獅∴

走って　　　　歩いているんだよね一。　　　　防空糠へ　　　　　入らなければ

ra　｝l　k・naUCi　h； 揩P〈・e：te：te． 獅＝F’ 浮?ａ．n。ha重akeR。
ならない，こんな　　家は　　　うち捨てておいセね一，　　　裏の　　　　畑の

b・：ku．：P・：・t・amid・・aN　Si、tp6・w・teNt・・6Nna
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ防空糠へと。　　　　　　　陣弥陀さん　　　　一体，　　　　私達は　　　　　そんな

m・Nb・qt・m6・ジd・ll・・n・k・qt．・即・．：m・：ni・如：n・：
もの　捨てておいて。もしかして　どんな　　　事で，　　’めいめい，‘　　　あのね一，
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蕪た～eta「a駅、認e：n’．甥款。寵demO、雛黙kezja－

　　de　miN　n’a　’kOSiM貸a・1二SaNZe：ka－9・S．eNe　．N　CUCU
　　ら，　皆　　　　　腰にね一。　　　　　三千円か　　　　　五千円ずつ，

　　d　o　k　o d．　e4　’emo　k　ti－g．i　．s　u．p　’i　ig．do　1：　t．e　k．．g　r　uij　g．　．：　n　i　n｝／e．　：　M．e　：

　　どこででも　　　　　　　口過ぎ　　　　　　　蒙ってくる事ができる様に，．　　めいめい．

　　hotokoroni　icumo　kam・o　kesini．　me：toqtaNqjana
　　懐に　　　　　　　　いつも　　　かも，　　腰に．　　　巻いて．い窄んだよね。

　　Nna　・s　g’　it　・o　t　oi　lc　o　j　or　e・r，uj　a－r　a　’」　o　re　bi　」　a．　r　a．　wakara　h　e，一一一

　　それは，1一所へ．　　　　　集まれるやら　　　　　集れないやら　　　わからない

　　Nde　ni　Dete　arui　ta　to　ki　ni　Nde　mi　ij　na　ma：　go一
　　から，　にげて　　　　歩いた　　　　蒔に・　　　それで　　皆　　　　まず　　五・

　　r　o’k　u’　se：　e　ls3　rrt　Qqte　a，　ru　i　t．　Qr　’a．．s　i　，dokoz　o　1〈　al　zode

　　六干円”持って’　　歩いているし，・　　　　どこかかんかで

　　1〈uc・i’＄uei　suruzjaro　mjq1〈a：ja　jeqka　｝“de　so：
　　撚過ぎ　　　　　　できるでしょう，　　三臼や　　、　　　四日間。　　それで　そう

　　jaqt　e　mi　Nna　’　rne　：’me：　no　hetoko　r．　oe　zen　i　．rn　oqt　e
　　やって　　　皆　　　　めいめいの　　　　懐に　　　　　　銭を　　持って，

　　hote　sigoto　sitoqta　IQ　ja　，
　　そして，　仕事を　　　　していたんだよ。

M　honara　hettaini　iqeajaro
　　それでは》　　兵隊に1　　　‘行ったでしょう。

A　uN　・t・o：　c’　j’a　Nk　a’　soRo　e：　dadaqte　．ba　：cja　iN’，　to　，z　i　：一

　　ウン，　父さんか。　　　　　その　　　聞でも，　　　．　　婆さんと　　　　．じい

　　cj　a　一“lt　e　hutari　eir　i・　hot　e　ka：cja　i」　wa　seN　so：ni
　　さんと　　　二三だけ。　　　　　そして　　母さんは　　　　　戦争に・．

　　naqte　kitakedona　sojaqte　jaqte　ka：cjaN．ziq一
　　なって後に　　来たけれどね⇔　　　　その様に　　　　して　　　　母さん　　　　　じい

　　響と1無恥qtr．囎需dokl．黙ど叫塑．1．．1．1・㌧

　　miNna　zeni　moqte　h’e｝xide　tabibo・e　iq・te　ho．tokoro
　　皆　　　　　銭を　　　　持って　　　そして　　　、田んぼへ　　　行っで，　懐に
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　　コ　　じ

　　2・ni　m・醇…　：iqta．　t・ki・・tm・：m．・；k・ci・・oi一
　　銭を　　　持って　　　さあと　いった　　時に　　　　　めいめい　　　口；過ぎの

　　。」。h・m◎1．．h。nam。£6・：・・aNt・・b・：・a・d・n・iqt．e・a一

　　　為ですね一。　　　そんなもの，　父さんとか　　　　婆さんとか　．．　　　書っていら

　　rejaheNdenh．：「me：血e：n◎kuciSUOi　se：naraN
　　　れないのでね一，　　’　　めいめいの　　　．．　口過ぎを　　　　　しなけれ．ばならない。

膿de．甑をNto・露～鍵．no一櫨toko「o

Mh・n・k・d・m・w・d・ニslt’・1・・．・a．：．・・：m・：・：kl：ka
　　それでは　子供は　　　　　　どう’　したの？　　t／t’ああ．そう　　もう　　大きいか，

　　sono　kQrowa
　　　その　　頃は。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　’‘　．

Xh・・k・d’繭．．∫績血・…・aq．kσei・・・…d・・・…．執q・、一
　　はい，　　子供は　　　皆　　　学校へ　　　行っていたからね，　　学校

　　d・w・1・qpa：si．　h｛。aNkuN・eN　j…　。⑳ka．。、i・t。．
　　　では　　　やはり　　　　　避難訓練　　　　　　　　やら何かを　　　　　教えて　’

　　maqte　jaqtoqtadeqsjaro　d◎：sena，、
　　もらって　　やっていたでしょう，　　　　　　どうせね。

｝覆　hidokaqtano　k◎k：QraheN
　　　ひどかったの？　　　　ここら辺は，

K脇ご紫aよ窟wana：〈拳．鵬，潟〉聖，淵kf『Qmo

　　jak：erujo：na　kotowa　nakaq・tadena：　bakudaN
　　　焼ける様な　　　　　　　　事は　　　　・なかったからね一。　　　　爆弾や

　　．S：1：6：1・d・N・，i・uj。：・・k。t・：。・ka　qt・d。」。k、一
　　　焼夷弾が　　　　　　落ちる様な　　　　　　事は　　　　なかったから　　　　よか

　　qtaNld．e　　・　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　、．

　　　つたのよ。

Aan・．tarUie・Cita　t。ki・i…　r・・ikaqta　k・t・一
　　あの・　垂井へ　　　　落ちた　　　時は　　　　　恐ろしかった　　　　　　　事

　　na：　hiqdoi　otozj．aqt．a　mo：
　　ね一，　ひどい　　　音だったよ，　　　もう。
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K　 o：9aki　oqta　tokimo　hidokaqtadefia：
　　煙へ　落ちた　眺　　ひどかったからね7・．．

Ah・site・ciruoa　heee：ka　kemuri　baja：aDaride：一
　　そして．落ちるや　いなや・煙が．すぐ　、やダした、

　　tadena：
　　　からね一b

　　biqkuri　sita　　　　　　　　　　　む　　　びっくり　　　した。

A　 biqkurimo　hecjakre：m◎
　　びっくりも　　　　何も……

　　、t。、i，aaNm、r’・ibi：。．i。1・：k。kaI｝　aN。　’j・，i・aN一

　　嘩鞠　　斜．　B計九か　　　何か　　鰯ない
　　kedo　nisikara　gjo：saN　kitade　taNb◎ni　o』qte
　　瞭ど西か，r　たくさん　来た帖．eeんぼに　居て．・
　　ka痘。。痘。。。9’　’・　・。　i’。q・。k’。d。m。。、G・。’，　i　1〈　a，｝t・一

　　柿の　　　．　木の　　　下に　　　　．居たけれども　　　　　恐ろしかったで

　　」。，。h、、・dec」。qI6玉、e・q・。kit・，ak。：「q・，kト

　　し・う・それで　すぐに　臨て　き燭・，．り轡って　き、

　　te　oto｛）uci　mata｛｝t三ka　！nata｛｝aNkan三　doqkaNt◎
　　て入口を　　勲ぐか　　またがんかの聞に　．，ド・カンと・．

　　biqkuri　CUite　mata　tobideqte　maqta　〔笑〕
　　び・くり・　して　又　　ζび靱て　、しま・．た・　．

くA瞭n’ン斗糠」a：一幅nOna．：甥窟

　　mukasi　asokoni　zjogaqko：　aqta｝・ljakedo　圭mawa
　　昔・　あそこに　蝉櫛　　あったん洲詑1　鱗．

　　mUkaSino　kO：bUNgaqko：n「O　aSOkOn◎　awee：Saett
　　　菅の　　　興文学校の・　　　・母この　　間へ

　　oqta　tokizjaqta
　　落ちた　　；時だった。．

Ah。，t61i』i。iw。’ke。。。d。。qt。　t。ki。。。，。。a
　　ホ当に．　　　　追分　　　　　なんかへ　　落ちた　　時の　　　　　音はね。
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亙蟻　 biqkuri　sitan◎　　　　　　　　　　　む　　　びっくり　　　　したの？

監　 bi”q・kuri　cuita　i：・d◎i　otっjaqta　i．qtaN　ot』00uci
　　びっくり　　　　した。　　　ひどい　　　音だった。　　　　一旦　　　　入口へ

　　he：runarijaqtade難a：　mata　biqkur至　cuite’‘so一
　　入るといきなりだった：からね一，　　　　又　　　びっくり　　　　して　　　外

　　t◎e　 tobide：teqta　 〔笑〕

　　へ　　 とび出していった。

A　osoros三kaqtamona：　doNdake　hONton｛
　　　恐しかったものね一。　　　　　　　　ど承．だけ　　　　本毫に，

　　ta：・Nbon三　◎qtetena：　lnuモ｝i　karu　zibut・idemo、　na：一

　　　r一こ、＿鰍鮎　憐を，獅　頃でも・，　どう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ
　　・b］　de　mi　bl・n・muei・karUn、i．　u・l　h・kai　u・in・・uka一

　　轡皆．．勲、焔のにr鞍捨てて’牛を　使
　　qte．ff・za　q．　tgm・U・｛hoke・；t・lt・n’　i　・・　na　nip・t・q－

　　2て嚇下も・　牛を．う弊てお1’て　皆　逃げて行つ

　　te　mawaqser．ude　na：Ndelar◎qtena
　　　て　しまわれるのセ，　　　　　「どうしてだろう」と言ってね。、

A　 do：　do：　do：　do　tona：
　　　ドー　　ドー　　ドー　　ド　　とね一。

　　ffl◎：SaNlkurum◎Nlade’miNna　mo：he：　miteja
　　　たく鉢　来るものだ捗　．皆　早く　．見つけて

　　miNna　籍igeteqte　mawaqserU　Watasira　mugi
　　砦　　　　　逃げていって　　　しまわれる。　　　　私等は　　　　　　麦を

　　kaqtoqtade　siranab3　dara　hositara　mina　naNde
　　　旧いた為　．．、鱗かつ戯　．そうす酵　皆　．どうしてか

　　Uma　USijara　hOke：te：te　iqte　ma：rUlarO　hoSi一
　　　馬や　　牛やを　　　　　うち捨てておいて　　行って　　しまわ承るでしょう。　そうす

　　t・・ah・・lt…　9i。：・a・1“kit・jar・．．・』h。Sit・・a
　　　ると，　　そうすると，　　たくさん　　　　来たでしょう，　　そうすると

　　t。：ml・、、a’・’d’。。。。・。aN」。、j。，。t。it。。」、w。。a

　　　燈明さん（場所）へ　　　あの，　何か　　　しらを　　落したんだよね。
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聖

　　　　　　　　　’1　 　＋
@f’

絶㌧∵郷〉．膿∵愚まa∵「．㌻jく轡劉

　sokunju：taru　’・awee：sae　k’o：　jaqt・e　’kakuretake一
　　束ねておいてある　　　　　間へ　　　　　　こう　　やって　　　かく承たけれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A’
　dona　：　ho　：一　t　・o　sekobaq　1〈　ad　emo　ore’na　txi　dad　e’　ma　ta

　どね一，　　駈が　　　　そこばかりにも　　　　　　居られなかったから　　又

　1〈ino　arU　tokoe　hasit’eqte’maqta　a・no　tokja
　木の　　ある　　駈へ　　　　走って行って　　　しまった。　あの　　時は

oserosik‘3qtawaRa：
恐しかったよね一・。

（w）食：糧．事情のこと

鍵　 dareka
　　誰か

　コSjaN
しらないが

　　mietaqte
　　きていられたって？

K　ho：zja　miNna
　　　そうだ，　　皆

keqcine　ho：ene　miNna　sokaiSite
こちらの　　　　方へね，　　　皆　　　　疎關して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；．

soke：site　kitena
疎干して　　　　　　きてね。

kwg　macino　ho：ne　sitoga
　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　陶’の　　　　　方の　　　　人が？

K　hU：N　macl　watasimo
　　フーソ，　町　　　　私の所も

to：kjo：karana：　imo：toga
東京からね一，　　　　　　　　妹が

＄ol〈e：site　kitoqtadena
疎開して　　　　　来ていたからね。

M　oba：saptimo　kokoni
　　　おばあさんも　　　「此駈に

　　to　iqtadesjo：
　　　と　　言ったでしょう。

dareka　siraN　sokaisitoqta一
誰か　　　　　　しらが　　　疎開していた」

A　kokeni　gozaqta　hi・easino　kejanina：　gozaqta一
　　　ここに　　　　居られた。　　　東の　　　　　　　小歴にね一　　　　　居られた
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　　wan・：ee：saqte　ju：slt・huta：．gi・：katan・．ie
　　よね一・愛さんという入二人が。．．大ていの　家へ

藻瞥ご‘潔w　鵠・lezO鴇鶴壕美lll

KSﾙ3ぞ＄iteこ黙e甲q饗n’mo鍋9蜜論断、∵：一

　　zibuNw，a　 taberll　moN　 araheNn．．a：　hξ沿：kju：baqka一
　　　の頃はジ　鉢る　．．勃が　無・よh－1　配給ばか

　　side
　　　りで。

M　 k◎qci　hoNdemo　no：PjG：　sitoqtaNjar◎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　こ．ちらは，　それでも，　　　農業を　　　　　していたんでしょう。

工ζ　hu：N　nQ：虜。：　st，toqtade　zjaeaimodemo　tabe．毛e一
　　フーン，　農業を　　　　　していたので　　　　馬鈴薯でも　　　　　　　　食べて

　　qt．a茜ja
　　いたんだよ『

Ma：　zlagaimo　okolnewa
　　あ一　 馬鈴薯，　　　　　お米は？

叢憾贈ewa劉翻鰹mo」謁、綴S’na磁瀞で：。dr噺

　　t・」a「oh・Nd・iqku・a　zib・Nn．・．d・k・d・◎k。m・
　　・う・　　それで　いくら　　齢の　．所で　、お米を　．ト

　　蟹漕翻げ潔賦∵．∵∵a・聴，r’atar’響．90：3

　　nara　　saNgo：　　nieo：nara　　ni茎｝o：atelqd．．enaN　　doNda一
　　　なら　　　三合，　　　　二合なら　　　　　　二合宛でね，　　　　　　　　　どれだ

寵黙暁¢s禽鰍・ごka磯部穿as’te・鬼。熱聡aNda

擁　a：　sore　zeNbu　dasite　maunG　atowa　ato　zeNbu
　　あ一J　それ　　　全部　　　　出して　　　　しまうの？！残りは・　　残9ば　　全部

　　鳳a＄．i．t，e．　mau．np

　　　齢℃．しまうめ？
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Kik。t。r童。qt，．餓・bj。：t，qt・ha　kim・qt。t。・透磁。
　　幾人　　・　　居て　　　何俵といってね，　　　　　　　決まっていたのでね，

　　…　eizj・：wa　n・k・・aq・圭t・m・rae難e・・Nd・de’
　　　それ以上は　　　　　　残させて　　　　　　　もらえなかったので

　　mi・na　d・…t・m・q£・h・・　de：j’・qp・・i．←…　h・…一
　　皆　　　　出して　　　しまった。　それで，　　やはり，　　　　その　　　配

　　kj・：．d・e．t・a’b・e’t・ek・t・・m・Ut・hj．・k　u』S　」・：w・。・k・一’

　　給で　　　　　食べて行こうと　　　　患うと，・　　百姓は1　　　　　　　なか

　　naka　he：kju：d・ewa　t・bera・eheh。N．dlaい
　　なか　　　配給では　　　　　　　　食べられなかった。

懇義：　nan量　jaqtotano
　　何を　　　やっていたの？

K蟹e黙∵総趨，oz」aでA観磯a潔qta＞〔笑〕

　　rr　ugi　gj・・…」・w・t・・i・d6k・wa・・i」・3・・副bke：／t
　　衰を　　　たくさんだよ，　　　私の所は。　　　　　　　　　おじやや　　　　．おかゆは

　　．kire：」・qt・d。　m。”ib・qk・gj。：・、・．呈ret6ndi’
　　博いだったから．　　　　麦ばかり‘　’　　　たくさん’　　　入れてね一，

　　hote　tabetc3　　　　「「　．　　　　「　’

　　そして　　食べた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昂

AhuNna　m・INzjaqt融il
　　そんな　　　ものだっ：たよ。

K　ko（iomoNta：mo　oke：’ja　Qzija；1蛇a　ta’ber　k’ii．o　ija一
　　子供達も　　　　　　　　　おか麟や　　　　おじやなど　　　　食べるのは　　　　いや

　　jade　mu・DihaNbak．umesid合mo　e：de　mugide　只jo：一
　　だから　　「麦半白籔でも　　　　　　　　　　　　　よいから　　麦　　　　　　たく

　　・a・i・et・1・U・e」・・t・muPi　g」6・・aN』ir…w’・・∫
　　さん　　入滋てくれ」　　　と書つた。　麦を　　たくさん　　　　入れては……

A　abUra　・iqto：ka　lli：t◎：　j◎bUl　n　O’．kOSU　SOnona：
　　余分を　　　一斗か　　　　　二胡　　　　余分に　　　残す，　　　そのね一，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　curasaqcjuqtle　doNdake．kluro：site　．a．qcie　cjoL
　　つらさといって，　 どれだけか苦労をして，　あちらへ少
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　　　　㍗∴t◎．讐le即oqtρ鼠野e摯繍aka

　　　　jcb．．uN．　，　1〈．gge　：，　yu　i｝　gOana　：，　］iinaip　ono

　　　　　余分を　　　作るめが源一，、．　　　　　　　そん鳶もの，

　　　　n．　a，　！，de　，k　e．　Ns　，a，　n．i　．k．uru一　n，o　，

　　　　どうして？　検査に　　　　．来るの？

　　A　，kle　）g．s4T｝，，i．　，k．urude　Nfl　e，　，．h　o．site　g，，rpe．，：　，t．fe．：te：　r｝，eN一

　　　　　翻・　　来るから・．それセ・．そして　あ醜訳てい　∫何

　　　　d屋N㍑瀦ud¢・螺轡琴ed譲論塩墾瀞e．

　　　　dasaNto　akaheN　Ncle　omahal’」　nito：ka　s．ok．o．．ra
　　　　出さないと　　　いけない。　　それで　あなた，　　　：：二斗か　　　　　そこら　『

　　　　Ig　4．k　tt．　g，．u，　n　q　g　a　fl　．o　N．　．c！　｛，．ke　oln　一a　．h　a　N

　　　　　隠すのが　．嫡だけ・　あなた・

　　鯉h憾d・d・1｛・ekakusも・t・no　　　　、一．
　　　　それで　　　　どこJx　　　隠したの？

　　Aa・r．U　j◎：na　hanasiea　h◎：zlanina：hu，恥a．sa鞠・：一
　　　　大ざ・ぱな．・、話とL　’C・　やだを・　　堆砂‘三合、

　　　　aqte　cjutakate　ohjakusj　o：　zj　aqt．ara　saNeo，：　一一一
’　　　　宛　　　　　といっても　　　　　お百課目ったら　　　　　　　　　　　　三合

　　　　atede　oreNjaro　huigde　fna：
　　　　宛では　　　居られないでしょう。それで　　　まあ，

　　　　j　g：　，t　．a　ber．u　de　na　：　h1一　g．　kusj　o／：　wa

　　　　よく　　食べるからお一，　　　　百姓は。

　　一ge［　．nL4　．｝」．z　」　a，，　na　ni　r　g，　．：　b．aka　gip　3　ha　，N　io“b．uN　n”o　．k　．o　su　ReDa

　　　　　何だね・　　　＝tF　eglか｛L）・’）　あなた・　　余分を　残すのが，

　　　　dokoe　kua　IF　．u．　．s　o．．：．　Ka．tO

　　　　　ζこさ　　　　隠そうかと。　’

　　K　soreka　ra　mu　kq　siwa　．h　o：　ano：．　a　sa　ta　be　te　ohi　r“，

　　　　　そ才ゆら∫．　都　　　その・あの一・朝　食べで　雄に

　　　　黙e∵・螺繕細細t濯ぎ器＄まta」a「OS鑑’n’
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ぐ潔吟場de鐸ξ，：．廉・｝P：喉職k∵．

t糊翻f：n’禦e・囎ぞ謬搬ミaご

A翻婁署8：饗留3塁i∫a「・◎，1　・・宴淫書ρ：．磐そ距梯解．de二

　　呈？

K　lg．　Ei　e一　n｛i　lf　g．　｛｝aka　h．2．e．．．：．　，1．si一一u．．1．f！ake〈1　ew，a　r｝a：　t．？．r．F！　．h　e．na　．N一

　　そinで・なかなか　　配給だけではね一・　．　　　足らなか・た，

　　daNd，e　g．　u　hu　tsi　de，　mi　N　na　f｝　a　｝“　」　ana　oke：　ta　beta　pu　，i

　　　めです・．t　それで　皆　　何撫　　鋤ゆを食べたり

　　ozija　tabetari
　　おじやを　　食べたり。

fui　jasaiwa　aqtajaro
　　野菜は；　あ・だでし・ttう・

　　ku：）i　jasaiwa　zibu）“dokode　cvkurudena：
　　7一ン，蝦は　　齢の厳　　　儲か樋7・

A　jases：Ntena　gp：　hara　hukuyehebL　na　｝／ii　iqtoru
　　騨姉や・・．　そう騨　＆＜繍’・．　髄言・ている・

　　3asee：jas・U：k◎re　icudem・na＝gaqk・jrsu朗n｛
　　　「自白　　　野莫」と，　この子は　いっでもねT，　　　学校の休み1と

　　黙㈲綿甲：毘騰辮ε攣岬e雛鵬瓶詰e：
　　t－aqta　h．o．P．　toni　」”．ghs．Tap．．：．　k．icige：ja．

　　ただ。　　　本毫に　　　　二葉気違いだ。

K膿亀emo鴇｝憲鑑W3”場だ既i」ade轡．繋：＞

　　jqs　ee　：　t．a　ber　tt　ktuode　．4　a　．k　e，r　ana　，z　io　：．bun　i　ne　：　oe　na一

　　　野勲　「回る　．子でなけ濾　　　．丈夫では　　ないそう

　　dene
　　だからね。
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A磁∫」a，sJら瓢贈親r・N・・（笑〕塚蟹⑳．糠簸∫・2，a

　　，it。C両。：t。…蝋acum。ni
　　　む　　何か　　　　言うと　；　．＝二項めには。

K、’Tn◎，甥鵡躍、鯵燃濃1㍑：艶
　　na
　　　なければo

A　haraguwe：wa　i：wana
　　腹ぐあいは　．　　　　　いいよね。　　　　　［　・

　　im…　．m・Nw・m・Di　tab・ZU　C」・b・qt・・m・qte：Re：一
　　今の　　都1　灘　 食べない・　少y・　　も・た㌔・ない

　　deto　omoqte　muDiwa　kusurijadeto．　gm　oqte　cjo一
　　からと　　思って，　　　　麦｝ま　　　　　薬だからと　　　　　　　　想、っ「て　　 ．　　少

　　bOqto　iretemo　b疑CUbUCU　SUrU皇ara　na撃t趣1’aqte
　　　し　　　　入れても，　　　「ブツブツ　　　　する」とか　　　　何とか言って，

　　iga　warU　naqtataraqtena
　　「胃が　　悪く　　　　なった」とか一言って：ね。

灘　bONto　wataSi　m．Uのi　iretetO　jU：to　圭reN　．iwaq　，一
　　梢？　私が　　陵を．入れて」と　訪と　融みい」と諦

　　se‘ruk。n。　sit。
　　　れる，．　この　　．ノミ。　　．　　　　’．．　　　　　　　’

　　黛ohc3Nmo　oisi：Si
　　　簾も　　紳い・し・「：．　『．．’　「．．　、．‘

　　h講ue．i即∵繁1鐸÷　：

h辮鰯as’ll．．総k？鴨睾1．融lnl蝦te『㌧u∴

　　ked◎hjaku　eNn。　hukur・cj・qt・m・aN　baj・：si一
　　けれど，　百円分の　　　　　　　袋が　　　　　少しも，　　　　　ぐあいよく　　　なく
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蔚

　　maeta　koto　araheN　miNna　ijaearude　jaqpa
　　なマた㌃騨．，．．臨一皆．いやがるので’．やはり．

　　ire　bi　he　：　ga　na
　　入茸しな・い　方カヨ秘

M　imawa　mugi　kaqte　kuruno
　　　今は　　　　麦を　　　買って・　．くるの？

A　mo：　da：remQ
　　もう　　誰も。

K　inria　kj　o：　sj　ucu　si　te　ma　ud　eq　sjaro　tori　oru　g．　i一
　　今は　‘供出　　　’　　　して　　　しまうでし『よう。．・　　そ溜こ鶏が　居るし

　　na：　httNde　cjoboqtOcucu　mukasiwa　iqpjo：cde
　　ね一，　そ敷で　　　少しずつ。　　　　　　　　昔は　　　　　　　一一　Xずつ

　　cuitejana　cuite　maqte　tabetakedona：　mo：
　　ついてだね，　　　　ついて　　　もらって　　食べたけれどね一，　　　・．もう

　　soNnani　tabeheNmoN
　　　そんなに　　　　食べないもの。’

M　mu　Pi　cuku　rah　eN
　　牽’は　　　　作らない？

K　rr｝uei　eukuqtewa　arukedona　bi：rumuDiga
　　　麦　作っては　あるけれどね・．．『一峻が．

鍼　a：　b童：rumtle玉
　　あ一，　ビール麦。

Am墲≠東DaR三鵜辞「ana：、．耀ゑ課a，岬a．黙鑑aa

M　imamo　ireja　i：jaN
　　　今も　　　入れれば　　いいじゃないの？

K　ho：ja　imarrio　ireruto　i：N一　jakedona：　serega
　　　そうだ，　　今も　　　入れれば．・　いいんだけれどね一・，・　それが

　　al〈aNgana：　bocubocu　suruqtara　iPa　waru　Raq一
　　だめだがね一。　　　「ポツポツ　　　する」とか　　　　「胃が　悪く　．　．なつ

　　tataraqte　〔笑〕　tabeheNde　ze：takuN　naqta
　　た」とか言って　　　　　　　　　食べないから　　　ぜいた．くに　　　　　なったe
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ム　zjakedona：okomedemona：aside　cukunoga　hoN一
　　　だけどね一，　　　　　お米でもね一　　　　　　　足で　　　　つくのカ～　　　　本

　　t◎asiN　darutena：ba：cjaNta　k「ita：zibuN　O，k⑪一
　　当に　　足が　　　だるくてね一，　　おばあさん達が　　　　来た　　　頃は　　　　「お米

　　me　cukeqte　iwas芭tara・k・me．・aside．　t。唾・．：，
　　を　　つけ」と　　　　言われたら，　　　　お米を　　　　足で　　　　トンコー　ttt．．

　　tONkO；tOnaNge：bO：CUkete：te　CUita．laii◎．
　　　トンコーと　　　長い　　　　　棒　　　つけておいて　　　　ついたでしょう。

　　h・・N・t・niie・e：m・・．t’：．ki・i・ti・k・m・qt・qt・nF・k・na一
　　　本当に　　　　　つらいものね一，　　木に　　　　つかまっていて，　　　　　なかな

　　ka　　　．　　　　　　　『　　　．　　　　　　1，，　i
　　　力亙・…　鱒

懲m・：・zibu・｝・i　de、．
Dtt． bU． 奄狽

　　もう　　　自分で　　　　　ついた？

9〈zR越｝lde轡de犠laく蟹三編a翻’na劉e：

　　ki　s・no　sakini　cj・：d◎kinem．i’．te：n．am・Nna．．her
　　太…　　その　　　先に　　　　　恰度　　．　　　きねの様なものがね，　　　　　　　く

　　q・uit・・’ufU6・j・d・e’．k．6q　・’id・h・mut・se：ea　t…k，．ρ
　　つついている　　　ものだから，　　こちらで　　　　踏むと　　　　　　　　　トンコ

　　t・1“　k。agaruNjawa　　　　　　．　　　　：
　　　トンコ　　　上るんだよ。

A・・」・qt・朗ぬ毎』ueid．e；’・・Ui　ta　“］　’j．…　rekara，sui一
　　　そうやって　　　皆　　　　　家で　　　　ついたんだ◎　　　それから，　　　　、水

　　蜜饗，鴇㌍a　一ン
触1・i満呈、：wal．Q・War劉’1・窟，・au諸・翻｝

　　．cuk：aheN，kane
　　　つかないのかね？

　　　　　　　ぴK．．e　k・　ome　dhitaj・
　　お米は　　　ついたよ。
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鍼
A

K

瓢
K

okomemo　zibuNde　cu圭tano　iede
お米も　・師で　　つ咋ρ？　家で・

襲鴫…　窯飽・

mueiwa　an。、ibuN　d。k。de　cuitem。na’ Atim・e：k◎＿

麦は　　　　　あの　　頃　　　　　どこで　　　　ついてもね，　　　うまく　　は

to　cukeNdena：　hu｝ミde　kurumajade　cuite　maqta一
　　　っ1．ナなくてね一，　　　それで　　　車屡で　　　　　　　ついて　　　もらった

Nja
んだよ。

三qslO：biNde　okome　Cuita
一升瓶で　　　　　　　　お米を　　　ついた？

seNna　ZibuNwa　ano：　seNso：zibuNdesuwana：
@あ㊧鱒噸ですよね’．　．．．｛

miN難a「 ?　Ee：kjU：no　sit◎・gana：ero：ano：ima
皆，醜の @入団・．　鍍・あの一射
terebide　jaqte　g◎zaゴu　ohanasaN　icumo　ka」n｝o
テレビで @　やって　い贈る．．縛なさん　し’つも　かも

iqsjo：biNn◎nakade　C　tl圭te　ROZaru
　一升瓶の　　　　　　　中で　　　　　ついて　　　いられる。

hU：N　S◎Nna　koto　aqtano
フーン，　　そんな　　事が　　　あったの？・

huN　sojaqtena＝miN　Ila　ho：kUroideqsjaro　ku一
フソ，　そうやってね一，　　　　皆　　　　　　　　　黒いでしょう，　　　　　　　玄

，◎m。，d。　m。raqt。m。，1。・。「 C：’ 香B1・．

梶Ad。m｛・n。
米で　　　　　　もらっても　　　　　しょうがない　　ものだがら，　　　　皆

macino　sitowa　an◎　iqsjo：bix　llo　nakadena　k◎一
　　　　　　　　の町の　　　　人は，　　　あの，　一升瓶の　　　　　　中でね，　　　　　こ

1・qte。Uq・Ukinahaqtag・。aw…　：w・taSira：．1、◎N一
うや・てつっつき慮ったやだ繍　・．　；．騨ま．　そん



1〈urotemo　jaqpa　suisjade　cuitarin．aNka　sima一
玄米でも　　　　　やはり　　　水車で　　　　　ついたりなんか　　　　　　しま

sitakedona：　む
したξナれどね一。

（4）

天災の思い出

録音N時　1967年3月3日

録音場所　垂井町岩手漆原

　　　　浅野ふみえ氏宅

手
撃

し
（

話

A

（氏　　名）　（性別）：ぐ生　　年）　（職業）

児玉きぬえ　　女　　明治32年生　農業

浅野ふじえ

M：　．浅野ふみえ

lt

1一

〃26年生 ll

昭和21年生　学生

（居 住 歴）

大垣市字：神（0～18）郵町岩手漆

原（18～）

郵キ母ゴ府中市昆で0～18）　蚕垂≠㌻町岩

手漆原（18～）

畢井町岩手漆原（0～）

解説　　（イ1地影のこと（p。68～p．7】）

　　　㈲　雷・火事のことぐP．71～P．75）

　　　的　鷺照りのこと（P。75～P。85）

　　　（：1台風のこと（p．85～p．86）

　　　（附）米審査のこと（P．86～P．89）

（d）地震のこと

魏　 zis玉銅naNka　do：　zisiN魏aNka
　　地震なんかは　　　　　どう？　　地震なんか，．

A　zisiNde　k，ur　o．　：，　vv．a　si　te　．k　on　aNdawa
　　　地震で　　　　苦労は’　　　　して　　　こなかったよ。
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K　Zi　siNde　kurb　・：　wa・　E
　　　地震で　　　　　苦労は。

An．a：：〔笑）　kOd◎m・ne．zibUN’ni．wa
　・ね．一，　　・　　　　子供の　　　　　　頃には

K　te　：・　k　j一　o：sii　sai　to：　kj　o：　kaNtois　iN　sai　rt　a：’　1〈　’o　to一

　　　東京震災，　　　　　　　　　東京，　　　　　関東震災の様な　　　　’　　　　値事

　　wa　ne：wana　kokoraheNwa
　　　は　　ないよね，　　　ここら辺は。

　　hu：　N
　　　フーーン。

A　uciAiioru　zi’buNwana　jabuNnakani’netani
　　家に．・　　居る　　頃はね，　　　　　　藪の中で　　　　　　　ねたけれ．ど。

K・　’uN　ho：j　a’　watas　・i　raM　o／u’　c　i’　ni　or“　zi　bu　）」　na　kado一

　　ウン，　そうだ。　　私等も　　　．．　　　家に　　　居る’　頃はね，　　　．かど

　　de
　　で。

M’　uc　i’ni　o’r’u　z・　i　b’uN　i’q　te　koqcie　ojoni　e’ni　’　ku　ru

　　　家に　　　居る　　頃と・　　というのはここへ　　　お嫁に　　　　来る

　　器e〈k£三，〉．己・艇男～鉛齢。．「o盤触．

A　i　cuqc　ju：　koto　na’　：’S　ini　ii　s’u　q　t’o　rud　e’ 垂＝F

　　　いっという　　　　壌　　　　なしに，　　　　揺すっているからね一。

　　i　cuqte　ke　・t　o　h　cx　s’i　’n　・a　：　z　i’s　i　｝；　」　’u　’s　uqt　’a”de　’／A　i．　su一

　　いっという　　事　　・　7sしにね一，　　地震が　　　ゆすりたから。　　　＼　　ゆす

　　西町競ヵ守潔曾：〉．／＝：1：’

麓　Ra：Nde
　　　どうして？

A『a．re’n・ac’UZ・1・aqtalユa・：’ @　　　　．㌧一　‘ご：．
　　あれは．：慶だったね一。

X〈　rracu’z　」aqit　awana：　’　il・

　　　：夏だ’つたよオ歌一も
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，“M

煤@u）　atasiNta　ke：ko　ko：tor　tt　zj　aro　lg　e：ko　ko：　“L　e一
　　ウン，　私達は　　　　　　蚕を　一　　飼っ「ているでしょう。　　　蚕を　　　　飼って

　　na：　Qme：　kuwasetoru　ma：damo　isuqtena：　o’re一一
　　ね一，　あなた，　　食べさせている　　　　欄でも　’　　　ゆすってね一s　　　屠られ

　　henaNdade　labu　mae・ユ・labunakani捻eta踊a．
　　　なかったから，　　　藪，　　前の　　　　藪の中で・　　　　．ねたよね，

　　josarideme
　　　夜中でも。

一1tsft　nani　ho：nani　，i　suqtaRo
　　　何，　　　そんなに　　　　ゆすったの？

IYhe’　watasir4：．rno　m．aefio　hatakeN　nqkadena；　lcqja
　　　私等も　　　　　　　　　前の　　　　畑の　　　　　　中でね一i．・　　　　かやを

　　cuqte　nacuzjaqtasina：　kaja　cuqte　neta　koto
　　　釣って，　夏だったしね一。　　　　　　　かやを　　つって　　　ねた　　事が

　　aruwa
　　　‘あるよム　t

A　uN　juqsurito：te　ke：kodemo　koNna　rno“idaqtana：
　　ウン，　ゆすり通して，　　　　　　蚕でも　・　　　’こんな位の．ものだったね一。

　　tana　abuno：te　ereheNdade　hu］（’de　watasira
　　　翻が　　　危くて　　　　曙られなかったから，’　それで　　　私等は

　　jabuN　nakade　neta：　josari
　　　藪の　　　中で　　　　：ねた，　、　夜中に。

K　hirunab］kawa　heNtoni　isuritce：tadena：　a＄a
　　昼なんかは　　　　　　　本当に　　　　　ゆすり通したからね一，　　　　　　朝，

　　are　asaga　hazimarijaqtawana：
　　あれは　朝の　　　　始まりだったよね一。

｝．Vsl　hu｝i　hode　koqcie　kitekarawa　mo：　are
　　　フン・　それで　　こちらへ　　　来てからは　　　　　もう　　あれ？

K　koqcie　kitekarawa：　are：　ano　tekja：　to：kje：一
　　こちらへ　　　来てからは　　　　　　あれ。　　あの　　時は・　　　東京

　　no　siNsee：no　aqta　tokijaqtakana：　isuqtane
　　　の　　震災の　　　　　　あった　　　時だつたかね一。　　　　　　　ゆすったのは。
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ぐ免㌧N＞審、ご」嵩・ぽa捻owa窃、eパ臨1よ轡蟹義誌im・

蟹　hoNde　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　そ勲で？

Ak・q・i・ki・・玉・a・a3…　。・。d，。，・。、f。N　」’O．1．h・

　　こちらへ　　　来てから　　　　よく　　外で　　　　ねなければならない　様な

　　k◎t。　　　　　　1　．．…　　．．．
　　　事は。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　ご　　
K：　sotode　neNnara｝j　kotowa　na｝（aqtawana：
　　　外で　繊騨朧嚇婁は，なかったよね㌍．

㌶．hu：N
　　　フーン。

Kw。t。。i，。w。。。3。、。鵬。w。d6。。t。血。，’ @塩d。m。
　　私等は；鳥　　　　　　　　　よく　　縁儲で　　　　　　ねて，　もう　　今でも

　　suN　derarerU　j◎：！｝ina：eNOawade　netakot◎
　　　解．．蹴る　榊一　縁側で、．ねた事が
　　・q・・k・d・・・…　i・i…　t・kin三w・k・q・琢1砂
　　　あったけ池どね一，　　　家に　　　居る　　時には。　　　　こちらへ　　来て

　　k。rah。・。。。：。i、i。i，。qt。k。t。。。：。6：
　　　から　　　そんな　　　大地震が　　　　ゆすった　　　事は　　　ないね一。

（ロ）雷・火事のこと

瓢㌧㌧1・搬・a審1…・W』．〈嚇〉衡穣…

　　。。，iw。　k。waij。，。　w、t。，i』k。w。ik，d。．k。出i。。，i一

　　　は　　　　恐しいでよう？　　　私は　　　恐しいけれど，　　　懇

　　tOka　kazitoka　kaz童toka　aqta
　　　とか　　火事とか，　　　火事など　　　　あった？

Kk。、im。。，。、ih。，、w。。，・w。。a・i，U3。，aめh。，一
　　火事も　　　　漆原は　　　　　　　　ないよね一。　　　いっか　　　　コハチさん
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caN　dokooa　cjoqte　jaketana：
（人名）の所が　　　　少し　　　　焼けたね一。

A　or　e：　sa　L，“　de　koja　bi　na：

　　おれさんの　　　筋だよね一。

王耀　 ore：saN　 tok二◎

　　　お社さんの　　衝？

A　hataja　moetana：　hatagoja
　　機屋が　　　　もえたね一，　　　三三犀が。

M　hona　sono　toki　do：　sita　huNnara
　　それでは　その　　　時　　　　どう　　した？　　そ勲なら，

A　do：mo　sjeqke：na：　de：mo　misNna　kujamini　．goza一
　　どうも　　するものかね一，　　　どうも。　皆　　　　お凹みに　　　　　来ら

ru．〈i　，ena：　uci　akerareseNga；
激るのでね一，　家を　　空．けらjftないがね。

iTVi　n　a，：　n，a　；N．（l　e

　　ナr　　 どうして？

A．　N　cl　e　ziqsa　pt”・　t　ad　ake　deteqte，・　uc　｝．　n　iwa，　da　z・　o　’ka．N一

　　そ熟で，　おじいさん等だけ　　　　出て行って，　　家には　　ド．．誰か　　　彼

zo　orana　kujamp．ini　gozar“de　・，，
か　　居な1滑宝ば，お悔みに　　　　　いらっしゃるから。

ftifg　hi：　1〈　esi　ni　ik　ahe　一N　ne

　　火を消しに　　　　　行かないの？

A　si“isekiwa　keN　kitemo　koidery］o　i：kedo’j，一’eso．’no
　　　親せきは　　　　　来ない。　来ても　　　来なくても　　　よいけれど，　よその，

ano　sitoea　．ku，ja，mini　gezar．ude　・uci　akete．　i．eni・／
あの，　　入が　　　　　お悔みに　　　　いらっしゃるから，　家を　　空けては，　（家に｝

oreheNwana：　kaziN　naruto　cj　a・1“．to　u／cini　ora一
居られないよね一。　　　火事に　　なると　　　　ちゃんと　　　家に　　　　居な

na　ra　1，a

ければならない。

聾
　
o

：
ン

u
一

h
フ

擁
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A　iwadem’ura’п@e　i　wa　’п@emu　ra　no　
s　’

堰@to　’香@i　n’a　g　oz　ar　ude　一一一

　　　岩手村で，　　　　　　岩手村の　　　　　　人が　　皆　　　．来られるから

　　’na：　iq　k’e　N　i　qkeN　aru　kaqs　e’r　’u　cl　e

　　ね一一，　一華iニ　　　一一・di　　　．歩かれるからo

M薯宅，k愚蒜Oka隠皇㌦1ぎ：罰£・m6欝・・’　il讐脇・辛

　　”si　to　i’r　aN’n　’e：　”　’　’
　　　していないね一。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’M　s　o’ @：’

D　iu　；　koto」　ane　：

　　そう　　いう　　事だよね一。

K．「
r・：ju’F1ぐもt・niw…　：｛・n．・：．・．’r・1・k・‘t　、3　t・．k油圭

　　そう　いう　　事にはね一　　　　　　あの一一H，　あれ，　焼け．た　　　蒔に

　　ip，i’　N’　n　a　’a，1　r．’　e　p．　．o　’i，i　plu　．h　i　’：　．」t　e　｝L’i」　s　a　m，．i，　．i）i　’n　a　oN！　g．　k　o’　’n　i．oi　’

　　　皆が，　　　あれ，　ポンプを　　ひいて　　　行った。　　皆　　　　　男の

　　sii　tow’a　’　’usapi’g　a’rid’ena’：i　mi　’？i」　na　」arn．e：’　iq．　t’e．’　’maq一

　　　人は　　　　兎狩りでね一s　　　　　　　皆　　　　山へ　　　　行って　しまつ

　　器♂ご。eう鼠S5a「oぐA　s’fJ壽認am．e：皇図灘乏〇一

　　鵬N＞≧拠de黙1りobaqka」嵩讃黒na：

M　huNde　do：’　ls　i’t’anO’　．’，”　’　．”，’1
　　それで　　　どう　『し．たの？　　　　　　　　　　　　　　　　ttt

K写…撰・撮t・霊q重a．〈A轟乳tena：ゼ

　　習響・蜜謬憲．」a＞磐魏P．a鴫N「ha　jSS？g　k　a’　t　a

　　窩ぞe・i・翻蕊蝉a1：鴫聯a灘6②a6e繍亀盤

　　’moqteq’tekara　otok’on’o’　sitioNta：
　　持ケて行ってから，　　　　　男の　　　　　　　入門が。

A　watasiNL　ta　ki　’baqte　ka：　ja’qte　gsite’　ja’ Dg’t’o’ru一

　　　私達は　　　　　　がんばって　　　こう　　やって　　　押して　　　やっている
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n　on　i　oi　一〇　kono　s．　i．　／，i　．o　N　u．．　，r．　一｝．iT　si　wa　ra　k”，　i．．t　o．　raNt　g　ke　一一

のに，　　男の　　　　　人達は　　　漆原へ　　　　　　来ていないで　　　　ケ

ro：Nto　rnaeno　ho　：．dena　mitoqtajaro　huNde　．ba：一
ローンと　　　前の　　　　方でね，　　　見ていたでしょう。　　それで　　　婆

cjaN　okoqtena：　nani　jaqtoru　kono　ttrusiwarade
さんが　　怒ってね一，　　　　「何を　　やっている，　　この　　　漆原で」……

ke：sacudese：　kono　oNnabaqkana：　a“o　sjo：bo：一
三でさへ　　　「・の　女ぱ魎でねr　　あの・1　一？肖麻

hu　jaqtorujo：Ba　moN　dokozja　cju：te．kikasi一
を　　やっている様な　　　　　　のは　　　何処だゴ　　　　と言って　　　＆7b・れ・

tajaro　huN（le　ba：cjaN　urusihara　kono　nisino
たでしょう。　それで　　　婆さんが　　　　「漆原，　　．　　　この　　　西の

urusihara　cju：　tokodesu　cjuqte　oba：cjab’」
　漆原，　　　　　　　という　　所です」．　　　と言って，　　お婆さんが

．ju：taNzja　hositara　jo，；．　lp．i　baqte　kureta　cju：一
’言ったんだよ。　　そうすると　　　　「よく　がんばって　　　くれた」’1　　と言っ

’te　hosii’te　iome：
て，　そしで　　　あなた。

hu：N
フーン。

re：　iwasitawa　onagobaqk‘3de　jaqta
お礼を　雷わ承たよ。　　　　女ばかりで　　　　　　　やった。

hu：N　’onaP6baqkadena：
フーン，　女ばかりでね＿。　　　　　　　　　　　　　　　．1』’・

6toko　kere：Nt’o一　site　mitorung
卿　　ケv・一一ンと　して　欺いるの・　　：．，．

holxinara　otokono　sito　nani　mitoqta，
それでは　　　　男の　　　　　入は　　　何を　　　見ていたの？　’

h“　o．．　：．　一j　a　rp，．i　Nna　j．a　me：　lvq　tJe　ff　g．z．　．｛i　qta　rpo　bl　de　us　c3　D　i一一

そうだ・皆　山へ　行っていられた　ので，　兎

煽巖enaぐtf劉ノ〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　．一　74　一



K　huNde　jamakara　oriteqte
　　それで　1　山から　　．　　降りてきて。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　1・
A　i　pe．4　wa　pi　－io　：　u－g．．a．　．．e　ipa　r　iqte　ar　・4　h．．　gN　dena　kf．lo　：　．w　a’

m∴∴∴∵d。潔∴a騨「．・、
　　もう　　初回か　　　　　冬の聞に　　　　　あったからね。

tw　usagiearini　iqtano　usagi　soNnani　oqta’
　　　鮒りに　　　行竺の？騨　　そんなに　雛？

K　oqtaka　siraN　ihiNna　otokono　sitoNta　’i’
汲≠唐奄狽＝@’i”’

　　　脚かしら’皆．一男の　t、．嫡ま．僻さつた’
　　j．ame　：　o．一t．．　o　k　on　o　s．　i．t　o’　g．．．g4　ILi　f“．　o．p　a　：　一，　e　．n　a　．D　．9　｝」　t’　c3　：　，，．

山～㌔・∴即∵マね∵岬際．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　・・

の賃照りのこと

M　hu　：’@ft　na　ra　taNbo　hi　der’｝　qte　aruj　aro　ta　N・　bo　’i’

　　　フーーソ～．そんなら　田んぼの　　B照りって　　　　　あるでしょう？　田んぼ，

Kh。・。　hid・・iwa　aqt・wana二・・e・・糎・N・」・：幽

　　　そ描礁り1恥，あったよねT・　あ瀾略　 噛
　　na　．xi　neNe　or　oj　aqt　ajafo　hideri　mon　o＄　upe：　atasi一

　　何顯だ・たか・1．．．．　r駒　．ものすごい・、　繕

　　ra：hie’i　eacu1Z3U；9・ni・imade．　tパe：ta　k。t・

　　　は　七月　　＋珊欧＿．　田を騨聯
舞1．《触跨．a赫n幕羅糊aq幽「aN

A　naNneNjaqta」aqtasiraNna：　」onabeni　toki’hiizri’i一
　　　何年だったかしらね一，　　　　　　　　　　　　　夜なべに　　　　　時言

　　de’　naNzjana　taNbo　sitaNzjana：
　　で・∫何だね・　　　　田んぼの仕事を・　したんだよね一。

K　tokirnizude　miNna　kone：tena：　hosite　ta：’ 浮??

聯　皆，・（∵轡そして．iW．，g．．轡



　　taN」a　watasira：　iqpoNDiho　a’ko’：　’t　a’Nbo　kok・6一一一　’

　　たんだよ。　私等は　　　　　　　一本木の，　　　　　あの。　　　田んぼ，　　九

　　nos　ei’　・i　lku’r　aqt6　jacu　ni　sa　1’　Sg　be　’i　ka　si　he　Nt　ka　El　5一　’

　　　勲．　　　余りという　　　　澱に，　　　　　三度thix　　　　　　　四農！カΣ，　　　　たく

　　h　a　N．　k　a　k　a　q　t　e

　　さん　　かかって。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iA　u：N　mo　i F　id’g　o　mame　uej　’o　ka・　’　i’　i　’r　hi　to　orh　oq　’t’　6nE；’

　　ターン，もう　　いっそ　　豆を　　　植えようか　　tらと　　　　　思ってね一，

　　lkaNko：　s　’i　t’oqtaN」ak6’d　o’　t6kim1’　zud’b’　si　t6s　i’　in’k　cu”

　　　くふう　　　　していたんだけれど，　　　　　動水で　　　　　　　一しまずつ

　　si　’t　os　ima　cu　a　£，　asi　ke6　’o　」asikida’　“’e　i’ti　si　5h．：’

　　　一しまずつ，　　　　私は　　　　　この　　　屡敷霞を　　　　　植えるしね一，

　　kone：teqtaNzja
　　　こなしていったんだよ。

K　saNna　hicieacuno　zjtt：go｝icimade　ta：　u6ta’
　　そう，　　　七月の　　　　　　　十五欝まで　　　　　　　　田を　　植えた。

　　。、N。」。．、w5，　．h；S．デ．、、∂，面∴∴．誌、1。、i掴ら義遥．

　　何しろ私英男の小さい時だから何　　’h　e　’b］　’　iR　r　e　：　’d　’t．　a’　’s　」　h　N　s　i」　’o　：　“r　al’　．．z　ii　u　：　」　o　h　e　iN　n　1’　”　um　a　f　e．te”：’

　　　年　　　位だった　　　かしら。　　昭和　　　　　十四年に　　　　　　　　生まれて，

　　s　’i　6　i　n’e　N’kk　lz　’j　｛i　’i　si　6　ih6kkA　s　6korai　aq’fa　ro　le　ab　h’　：

　　七年か　　　　　　　十七年か，　　　　　　　　　それ位だったろうかね一，

　　z’」　u’：　si’cii　nek’ka　z」ui　haeineN’」aqtA’k’a；S　irbii　’　”

　　　十七年か　　　　　　　　　　　十八年だったかしら。

A蜜雨・譲、1．b無艦・qt・穐潔1・くk．．鵬ジ．

　　o：　hi　’d．　er　i　’z　jato　’d　’e　q’k　ani　t　e：　ma　c　u’　a，　．．e　．a　q　’t　ak　6d　’e’ha　”

　　大8照りの時は　　　　　どこかに　　　　たいまつが　　　上ったけれどね，

　　ima　wa　so　N．　na　o：hia　er　’i　ik　a　ne　：’　wa　ha　：’　i　“r　as　a’kiSa　N一

　　今は　　　そんな　　　大臼照りは　　　　　ないよね一　　　　岩崎さん（神社）

．．”п@e　’ 盾奄 Gie
@：　sa　一tsi　o：　hid　elr　’i’　lp　’i　’t　a　t　ok　ini　zu　zuk　it　eu　’r　i’

　で，　お前さん，　　大H照り　　　　した　　　時に　　　　数珠くぐり，
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く触鋤u今z鼎擁ぞa騨rく戦姦嚇u「ウ

　　u：N　so：najaqtawana
　　ターン｝・　：そん．なだったよね。

K　ano　odoqtal“
　　あの，　踊ったの。　　　　　　．．：、　一　tt．

M　odoqtaNka
　　　踊ったのか？　　　　　　．　　　：　ir．．

K　huN　de　’ 潤f
F　ki　：　zuzuo　n’ ＝F　mi　Nna　wai　naqtena　k’　tt　q一

　　それ．で，　　大きい：　　数珠をね一，．　　tt．皆・：　　輪に　　なってね，　　．ぐp

筋ご・贈壱〈A　te：saNzide　　テーサン寺で．．：〉響齢…噌一

　　kodejaqta　sja｝」
　　　こでだった＝㌧’　一ゑしら。、

A潮懸夢aN、d”．rakく聚鍔｝o

賊hoNnara　ame　huqta　〔笑〕
　　　そしたら　　　爾　　降った？　　　　　　　　　　　　　．　　．．賦

A観羅3，∵盤na協e：’｝o照鞠a肇N，　’．搬’璃

　　sitepe　hjalsumaNdara　iqte　kupuruNzja　ke：　jaq－
　　1：してねジ1．tt．1百マンダラ　　　　　　　言って　‘くぐるんだよ’。　　　こう　　やつ

　　t’　e　hoqte　1〈　ona　｝〈　ure：no　t　ama　kuqt　e：　na　d2e：　t，　e：　一
　　　てジ　そTして　　　この　　　位の　「　　　珠を’　　くってね，　　　　大体．

　　wa　ke　jaqte　na　：ma　L／g　da　bu　na　：ma　1・i　daqte　hu　qte
　　は　　・1こう　やって，　　「南無岡弥陀仏　　．　．雨無阿弥陀仏」って。　　降って，

　　c　」’　a　，tG　toRa　ltuqta　r“　ina；

　　　ち亭ん・とね必　　　降った．りねk。

M　huqta　huqtano
　　．降った？　　降ったの？　「tt：　．　　・　　　　…　．

A　cj　oboqto　1〈a　huraheN　ivv　as　aki　sa　｝，i　de　i］　a’ @’ 香@a’ 煤@a　a　］“

　　　少ししか　　　　f・　降らない。　　岩崎さんでね，（神社）　．　　又　．／tあの
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　　naNzjana　miNn．aNna　warazigakede　seNna　zibuN
　　　何だね，　　　　　，．皆ね，　　　　　　華鮭がけで，　　　　　　　そんな1　　時分．．l

　　dareme　zikatabiNja　naNja　waraNzi　he：te　o：一
　　　誰も　　　　　地下足袋や　　　　　　何か，　11草鮭を　　　「　はいて，　　1大

　　kina　koNna　kure：no　ze：hare：qtena：　simomaci
　　きい　　　こんな　　　位の　　　　　　　　　　　　　といってね一，下町の　　　　．・t／

　　te：ko＄aN　naNdo　ko：Nna　kure：no　waraziqte
　　妙子さん　　　　　などは　　　こんな　　　　位の　　　　　草鮭はいて，　　　　　・∵雪

　　o：das：kodena　so：　jaqte　miNna　oma：N　siNUaN
　　大太鼓でね，　　　　　　そう　’やって　’．．皆　．　　あなた，　「心願を

　　盤澱卿a：饗a．k蛋。e寿畿早Nn辞

S〈　na　u：rimo　nasubimo　korokoroja　ju：tena：
　　ね，　　「瓜も　　　　　茄子・も　　　　　　　；コロコロだ」と　　　　　言ってね一。

＜凱鵬・・＞h。㌧∵臆認・na＜地野ン．囎m？

〈M£三弁柄a＞　　　　　　　　　　　’t

A毘篇馨el競q、t？o隷義ρNk、a髪窟。鷲1ぐM断罪〉，

　　sQ：ja　u：rimo　na：subime　ko：rokoroqcjuqtena
　　そうだ，　　「瓜も　　　　茄子も　　．己　．；r一戸コロ」と言って；ねΩ

　　hoqtewa　tEe：ko　o：kina　o：（IEe：kona　taNno　sitopa
　　そして　　　　．太鼓，　　　大きい　　　　大太鼓ね　　　　　　谷の／．　　人が

　　kum’aqta　dede：N　dede：Ntona　osano　o：de：ko
　　　くまれた。．　　デデーン　　　デデーンとね。　　　表佐（地名）の　大太鼓

　　cju：kedo　moqto　iqke：　o：de：ko　sitena　hoqte
　　というけれど，　　もっと　　　大きい　　　大太鼓　　　　　でね，　・・　　そして

　　」’arasita　koNna　kure：Bo　de：wa　de：te　sa：tena
　　　やりなさった。　こんな　　　位の　　　　　　　　　　　　　・　　そうしてね，

　　sore　miNna　uta　arude　uta　jaqtena
　　それは　　皆　　　　　歌が　　あるから　歌を　　　歌ってね。
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M　hu：Nde　okome　m．iNna　karete　maujaro
　　それで，　　お米は　　皆　　　　　枯れて　　　しまう・で1しょう？’

K　1〈arete　rr｝aqtakedona：　hicieacu　icudemo　roku一
　　　枯れて　　　　し．まつたけれどね一⇔　．　七月，．－‘　　　’：いっでも　　　　六

　　gacuno　suenina：　uete　maunoni　sone　tosiwa
　　　月の　　　　末にね一，t．　　・・植えてこしまうのに；．・．その　　　年は．

　　hicigacu　zju：goNcimade　uetak’edena
　　　七月　・・　　　　十五穣まで　　隔　　．　　　植えたけれどね。

M陰型io＜A勢Nン．　．．　　　一

K潔me　t晶鷺r〈A　el｛s．　ue：〉．　．　、

斑　 ta：ue◎　s量重ano　a　miZ艮茎｝a　nakaqtade　hu：N
　　　磁植えを　．したの？　　アー，　水が　　．．なかったので？　　フーン，

K　mizuga　na　lg　aqta　de　na　cjobo　qt　ozucu　to　1〈　imiz　ude
　　水が・　　　　なかったのでね，　　　　少しずつ　　　　　　　　　時水で

，蟹ぞ、議ewa．膿te檎心向た潔〈聖〉濃，繋

　　mo　warie：to　sono　tosiwana　aqtano
　　も・1齢・ギ　’その．　tt㈱ね・’．「．‘あ・たの・

M　a　okomewa　aqtano
　　アー，　お米は　　　　あったの？

K識a＜物㌧N＞翻野繋婁を：懲1，瓢讐a：

　　hoNcie　wase　ueta　sitowa　akanaNdakedona　oku一
　　それで　　早稲を　　纏えた／tt入は　　　　　だめだったけれどね，　　　　　晩稲

瀞．鳩蹴taでM．塁∴鞭糠妾叩◎Wa盤1＞

　　奏黙㌦はt呈餓雰鑑1争く瓢聡N＞

A　cj　obo：Nt　oka　tor　eheN　kaqteme　moe　：t　emo　i：　’k　u一
　　　少ししか　　　　　　とれない。　’　メ肪ても　　　燃やしても「．．tttよい　位
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　　re：no　moNzjaqta
　　　の　　　ものだった。

　　h．　u．N，　n　3　｝g　．d一　e．．　｝IL　o．　N．p．a　f　a　o．kMu－te　n　o　s．　if．．　o，wa

　　　フン・どうして？それでは　翻の　蝉？，，．1　：、

　　he　ra　sone　sitono　aN　be　：　dena　」　a．　g，　，p　a　si　．．　．q．　．k　ut　e

　　そ禰その．人の　つこうでね　やゆ1＝1．畑稲を

　　i総♂と0：t．ρ繊qte巌a　s忠mo鍬∴｛鵬尉no

　　ho：ea　e：te　cmoqte　ieta　sitemo　aruNjawana
　　方が　　　よいと　　思って　　　纏えた　　入も　　　　ある沁だよね。i

lyX　hu：N　a：　ueru　tokiwa　oNnasin．i　uetakedo
　　　・一s／，アー謡え・　蹴　　剛節．　づ脚才淀？’；．

監㌧㌧鵬：’・∵耀・蟹Wr．犠1．噺na『賑顎e：「・

」課a購職・疑翫ad『・》∵．1膿d『・幅N・n．a．

甥qtO岬」贈∴r・ug．∵・a〈解．．㌻∵〉∫饗f．：rm

t8罫a㌧隻犠欄往．媒㌧d『黙：・冒辮：．『・to

　　s豊鍵e　o粛轟鴇。轡～隻慧猛ごdeくM．筆ジ》

菟留まaWa憲齪0：kid　e．撃。q’0熟Z“盤嘉fna箋k辞

　　s．u　r．g　vLr　an　a：　m．｝1　．4　as　iwa．　c，　．u．　－ar　u．　bede　dn　o．．q　！j．　a：N　a　doq一

　　するよね一。　　　　昔｝ま　　　　　釣楓で．　　　　「ドッ均「ン・　ア・．．．ド「ッ

劉dρ。喫掛。し鴇：議論四繋総噸an◎

欝na驚鉱」◎：ka詩論霧∵∵．∵築き「9

　　0kedena　ano
　　　桶でね，　　　　　　あの：・・…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　丁　　・／…　　：　　．　　　　　　∴・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　’i’　”
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K　gi：doboN　Ri：deboN
　　ギードボソ　　　　　ギードボンo

A　gl：doqbo：Nko　usirode　heto　nawahikizja　a
　　　ギードッボーンコ，　　　後で，　　　　そ．うすると，．総引きだよ・．．　『．1．「ア

　　∫。：ij。iqt。。a　〔笑）　。9。，。iki。i。、i，。漉。。w。
　　　三一イヨイ」といってね，　　　　　　　上げる蒔に，　　　・　後で　　　、　　緯を

　　hiqparuNzjana　hoto　ta：qto　taNboe　kurude
　　　引っぱるんだね。　　　　　　そうすると，　ターッと　　　田んぼへ　　来るから，．

劉al馨鰐斜郷罪ΣO　u凝「ρd免・補駅klq∵

　　hu：　t“　toni　rp　a：　okome　si　tocu　bo　huN　na　fi　QNzjaqt　a’
唾鱒r四一　お：’k　1・；tl．1一粒ヂ．’一そんな．‘ものダつた・

　　imawa　ha　cu　d．　o：kide　ineh　H〈　ise　sja　soNd　e’　i　：’　de

　　　舗　発動機で「：．．1嗣騨「［』一騨それで．．キゆら・

　　toqto　toqtoto　sitori　aOaqtoruzjaro　ti’ciatla一
　　　ト・．㌧：トニッ幣．．．ひとりでに、k’つているで璽1．1’．．家等ン♂

・・ ?ｌｌｍＯ・糊脚3騒濾ぞぜta⑳』撫臨dade

讐・．響a・・．翠『．鴇：・d∵lt羅zuh岬窓ト

　　raNnaraNsina：　heqte　idode　da：remo　curube
⑳群戦いしね㌔lllそ些．鞭．．．‘誰も．．：．．釣勧

・犠i?鯉濃t．∵隻篇覧訂e∵蹴影k9：e

．鳩罫緩f顎毛t『㍉罵．㍉．愚1郵籠潔∵擁：9」　ei

　　site　ko：」’aqte　doqpe：N
　　　して，　　こうやって　　　　　ドッ’f一“ン……．…

弊1男｝｝1a＄／i’　・？星雲提∴霧Jl霜～he－N，　n：↑　蟹惑da・・．　．　　tt．・．．こ　　　　一・

K高齢醐∵OF．鷺da㍊ぜ籍ede雛∵慮ざa
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－81一



　　　koto　araheNjaro
　　　事は　　　ないだろう。

　A　／／na　：｛　n．　i’　，ke’n　．o・・　ko　wa．　ma　：・，　／・　．

　　　．い一え，　　この　　　子は．．ま一。

i’，　’汲?ｇ’．　／u　m．a　r．e　t　e．r　a　hle　N　・j　oi　wa・　t　a　s　i

　　　　生まれていないよ，　　　　．．．私は。’

　A　・；　u’　：tN・　・b・［’a　：”c　jaNta　．　’・　，’　，　．　・’　／

　　　ウ．義ン，婆さん（自分）達は……

　K．，・　’a　・；　’／　・ka：　rade　：・　ka　k．e　ni／i　q，t　a　z：i　buN・　uma　re　to　・r　ah　e一

　　　ア「1河．原田へ　　　　かけに　　　　行った・頃は　．　．．生まれ．ていな

　　　n／a，T｛da　ka・：　r・adade　kae・taw．ana　ka’：・’radapa　t’o／kini
　　　かっ．た。　　河原田で　　　　　かえたよね。　　　河原田の　　　．、時にゴ

　　　aS．OkO捻．0　．S’aNme：，de：kae七aW．a：na：　．一　　　　　　．・＝，＝．＝1

，　　　あそこの・　　』，墓場で　　　　　かえたよね。　　　　∴’｝　　　　　t　．”t

A螺碧me．：．謙鷲轡n蟻よ・ka－S二巌裁’…na：露羨モm’ZU

　　　aqta　at　．e　tn　’a　t：　i・　hog・to　so　ede　an　o．　hasi　n．o　・・　一s　．i　’t　・a　den　a：

　　　　　　　　　　　　　　　そうするど，．それで　　あの　　橋の　　　　下で2a　・一，

　　　／b／a　kecu．d　e．T／，c　，」　oqp．o：N　’d．e．　do．Nna．　g・re：　kakaqtas　i一一

　　　　バケツで　　　　チョッポーン■i一　それで，．どの　　　位　　　　かかったか．しらと

　　　j　a　 N　t　o　，s　i　mo　n　o’　h・o一：　n　o　 ’　t　a　i“　b　o　t　 a　t　・am　i　n　i　z　
j
　 o　 ：　b　a　k　a一

　　　（思うと）　下の　　　．　方の　　　　田んぼに．，　畳　　　tt　　　二畳ばかり

　　　z／u・c，u／．・　，mizu・．　ka・kaqtoqta・　・huNna　moNzja，qta．n　a・　hu一一

　　　ずつ　　．：水が　　　かかっていた。　　．：そんな　　ものだったね。　　　　そん

　　．・／．￥溜「e．：h織膿膿：’〈三脚〉．t露把’zun’

　　　sono　zikaNdake　zibuNno　L，
　　　その　　　時間だけ，　　　　　Vぶんの……

　S．K　ano　saNme：no　ano　k・ure：　tokoe　kakeni　ikuno．
　　　あの　　墓楊の，　　　あの　　暗い　　　所へ　　1．．．かけに　　　行くのは

　　　1羅贈tawa　w£、1∴S’wai〈Ah“Nt．o垣　　本当に。〉’劉■S総

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肝・82一



　　me：　n　on　a　：　ma　qkurokeno　t　ekode　1〈　a’e，　・t　一a　N・1’　a　e・　a，n　a：

　　　のね，　　　　　　まっくらな　　　　　　　所で　　　　　がナたんだよね一σ

　　tokimizu　．kurutose；ea．ii’a　：・．　ni　z・ik’a　s，a・Nz’i
　　　嚇が　　　来るとね一，．　　　二時か　　三跡（午歯）に。．

　　huqte＄e：Oa　cugo：　waruite　kur．uj－ar，o．　huqto
　　　そうすると，　　　　つ．こうが　　悪いと，　　　来るでしょう。　　そう．すると，

　　s　okoe　ka　ke　an　v，，　ka　en　i　i　kuNjav　an　a．：・　Vp　k．i　mi　”t：　uto

　　　そこへ　　かけ，　　あのttかけに　　　行くんだがね一t　　　．三水と．

　　i　・q　・s　joni　na　：　hes　oe／　：　meN　j／　ade　mizu　Da　・mi・　z・tt　daked　e一

　　　一緒にね一。　　　　細い　　　　ものだから，　　zkが，　　　　．水だ．けで

　　wa　na　・：　me，do　n・　o，　mi　zu　’d　ake　一　hos・　ae　：　moNj　ade　hu　Nde

　　　は2a一）　溝の　　　　　水だけ　　　　　細い　　　　ものだから，　　それで，

　　”・i　no　ka・eba　・kak．e・’t　aqtadena：　m・iNna．：．
　　　あの，　カエバを　　　かけてやったのでね一t　　　　皆。

M　ka　eb　a・　ju・：　it　e：

　　カエバと　　いうのは？

　　mi　’z　u　1〈　a’e　r　u，　」・・　a：c・u

　　水を　　　かえる　　もの。　　　　．’．

A　ba：cjaN　ima　ju：ta
　　　お婆さんが　　　今　　　言った。……

K　sekoe　hoNde　1〈a－eni　i．q／t・a’Njana’　zikaNna　kuruma一
　　そこへ，　　それで，　　かえに　　　行ったんだよね，　　晴間が　　　　　くるま

　　de
　　　でa

A　／h’u　Nde　h　as　i　no　，・s　i　t　ad　e　d’oj　oNd　orudie　s　o・　i’c　u’n　a

　　　それで，　　　橋の　　　　’下で　　　　よどんでいるから，　　　それをね，・

　　bakecude　kumiaeete　’　・　．　．　一　”
　　　バケツで　　　　　汲み上げて。

K甥儂「義まe」a副s錫繋ミ｛血．a．：轡灘「’de

　　i．E＜智，0＞’二，鍼0郵ko難0唱茨∫．0』£0．蟹響1’．．劉建1N一
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　　1の1＜戦野＞

Aoｽ、£k．owas÷ぢσn．o蕩亀：de：聡潔鱗£・も筋ご多3a：

　　o．n　aeowa　h．　asin　o．　s一，．i　．t　／．ap，e　dg：　j．．oNd　a．　，m．i　z．u　de　gp］．　4N

　　　如　　橋の　　下の．．＿．．よど読　　水準・．痢さん

　，，　，ko：　」　aq　t－e　hoqte　，＄i　［n　ono　ho：　no．　i　qp．o　．N　gi　pa　4，d　e

　　　こうや・て・　そして・．．．．下の　　方の　逃母で・

　　taNb　o，na　d．　o　N．“a．kure　；．ga　：　，　ii｝　i．z　u　mq　w，4　gt　／a．　s．　i．」　aN　，t　o

　　　田んぼのね・　どの｛端・　．　　水が　まわ6たかしうと．．

駅∵覧謙智t解m’na：n蚤、轡二k解UC贈i　

k“‘e　pa：t’Ol’me“：賄・∵四∵蟹羅la瓢噸皿

3＞鴇lzlana憲嘔sJぞe聾1・1・＜聖譜」璽＞

A蟹聯盟’no黙z」a賓擁窺n無：．・t∵

K　uN　ano　h．eNzjasa
　　・・，あの撚　　　　．『、：．「．1■’、、：．．．．．口．．ゑ

A寵ka〈M．・脚》』』．1面一。聯堺叫［・耀9｝

　　saNmacurilgaqteqte　toremacuri　mini　iqtoruno一
　　　さん祭といっても・　　　　　　　　（億の人は）一月祭を　　　見に　　　行ってV．〉るの

㌃・idβ，瓢：・噸d細躍竺蜘曝織雛騨・∵．「∵

　　jaqte　kuruNzjana：　tatamini
　　　や・て　く・んだ・鵜　 畳に・・’一．1，．：．＝1・　・・　・1．　・，’．：．：

1〈

?ま0∵筋oj轟蜘黙思Oゆ・牌堕
　　i　j，　Czj　agt　fl　wa　wa　ta　si　B？　e．　」．，g　n，　akani　nizi　ka　ic　iz　i一

　　　・嘩・たよ9．1．．、　私も　　帥≒F，．二郷　、塒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一84一



　　ka　籍量ziミ｝oro　 ikuno　 icibaN　　ija毒aq宅a
　　か，　二時頃　　　　　　行くのが　　一番　　　　いやだった。

Ah．u「殿◎璃・．si・m．σka：wa：no　壽。：ni　’m．izl曲a．’takusaN・n・　a　一一　・’

　　本当に，　　　　下鮒（田の名）の　　　　様に　　　水が　　　　　たくさんな

　　ran．a：rakiu：ilked。：k．ore・壽．am．aea　cjtt：’mo　n・’　dwa．mi一
　　　らね一，　　楽だけれど　　　　　これ，　　山家．　　　という　　ものは・．　「水

　　ち￥「ga讐ム1調よ1◎eぐM縛しN＞二尉加∵才』；e’￥κN㎜

　　da：m・u・kagsi．B◎k：otio　j・u：．to・｝o：ikit◎ru　c錘：ロa
　　だよ。　．昔の　　　　　　事を・　書うと，　　よく　　生きている　　　という様な

　　　　　サ　　　　　　　　　　　ゆ

　　m◎Njana・
　　　ものだね一。

　　‘：、．i・『「』　　　』　　1．，　i

回忌の窒ｱピ’f　1．　　，一．．．　・：　．／’　．t』

M轡器　霜も殉mo翼譜卿’　．ガ．

K　huN　tee：hU：mO　kuruwana：　h．10rla
　　　フン，　台風も　　　　　　くるよね一　　　　　それは。

M：hidok．aqta　kok◎rali　eNWa
　　　ひどかった？　　　　ここらへんは，

KhuN　kokoraher・1　wana：　t・ee：ll・U：kitem◎w　’ari‘e：t◎n会
　　フン，　ここら辺はね一，　　　　　　台風が　　　きても，　　　鰯合とね。

　　勢汁tl穿撃毛轡◎iβ〈穿「’a膿漏野：’壌貸室，r藻鍵et遮断

　　・1・t．・k・t「ew・　’t・・i　ki　tte　tk・．・a幅．：』・・qかや：1・．・i

　　　と言っても，　　　私が．・　　　嫁にきてからは　．　　六三よ．り

　　蹴押tと鷹ta観1喫、辮、㍑黒　《物㌧N＞

　　k．joneN・ka　otot◎sikana　mもn．．oSu：9e∵鷺a’ka◎itanowa
　　　表年か　　　　．　一昨年かね，．　　　　　．ものす．ごく　　　　無かった（少なか．6た）のは。
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　　　　　　　　ロ　　ototOS】a
　　　一昨年だ。

A潔碗豪6no旛9“’膿潔。a．こ擁螺耀aCU「’z’一

＝：喫、£’・wak謂£PU’n◎置a、’碧，諺a．㍊踊’1、ち騨

　　mon・a：　k　iiruNzjaga　ma：：aotade・．da：to．a．odatami
　　　もね一一一，　　台風がくるんだが1　　マk　　青田で　　　一一一Wiに　　青畳を

　　hl：t『aN．　soNdemo．kome　fte：　cju：　k◎ta：　ar・aheN一
　　　敷いた様に。　それでも，　　　米が　　ない　　という　　事は　　　　ない

　　na：na：9iwa　suqkedona：
　　ね一。　難儀は　　　　　するけれどね一。

K　na：NOiwa　suruna　jaqpa　doqcika　teja：ciqtoba一
　　　難儀は　　　　　するよね　　　やはり。　　どちらかと　　　言えば多　　少し

　　ka　hideqta　hO：9a　kOme◎kOmewa　30ke．tOrerU一
　　位　　日照りの　　　した方が　　米，　　　お米は　　　　たくさん　とれる

　　潔a〈M箪：。N＞智a「’㍊u書。：競，qり聡ls岬励

　　saqtari　naNka　SUrU　　　　．．ttt「　・　　　『・・：：
　　　つたり　　　　なんか　　　する。

（附）米：審査のこと

A　huNde　ba：cjaN　jo：’maeni　okome　sitocubodemo
　　　それで，　婆塀ん（自分の事）麟よく　以前に　　　「お米　　　　一一一twでも

　　das：Zini’　site　tabete　kure：jo　cj“：te　一（ee）・
　　大事に　　　　　して’　　食べて　　　　くれよ」　　　　と言って，

　　hoNft，i　ni　tOru　miN　naqtona；’nakanaka　okome・
　　　本当に　　　　　とる　　身に　　なると2R　一，　　　なかなか　　　　お米・

　　霞蕊譜odem6n孕：鞠3N＞tt開，　n総論怒＆z」・d・
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　　huna　ke：saNme：zjatote　mina　artm：　．n・a／kan，／aka，，
　　そんな，　　　　　　　　　　だといって，　　皆，　　あれは　．　なかなか。

　　ke　：　．s　o：　koe　rn　oq　t・eqt　e・na　：　ni　to　・：　z．　ja．　．n　a・N　z　j　，a　q，　．t，，e

　　ケー，　倉庫へ　　　　持って行ってね一，　　　二等だとか　　　　何だといつi．て，．

　　naka　n，a　ka　u’q　：t　e　mo　raeN　uc　i・d　e　j　oq　p・o　d・e　seNbecu

　　‘なかなか・．．．　　うって　　もらえない。　　家で　　　余程　　　　　　より．分けを

　　駿馬㍊謬遷熱0噌£郷膓沖「o＜賊野＞

　　naNzja　dadakusani　site　joNte：na：　ahokuse：一
　　何だよ，　　　’がさつに　　　　　　　して，　　四等海一，　　　　　ばかばかしい

　　eana　’i・riija　kakete　keqte　’kira．reN　mo：　harie：
　　がね　　　　　　　　　　　　　　　　帰って　　　来られない。　もう　．　はりあいが

　　no：　te　・
　　なくて・

M　haxie：’　’n・o’；　te
　　はりあいが　　　なくて？　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　．∵．’．．・．

A　uN　ni　t’o　・：　z’ v　at　e・　ha　・j　e・k　aq　ta　，’　cj　u’q・tena　：’　mo　・r　o

　　ウン，　二等の場合は　　　　　「ハ，　よかった」　　と言ってね一・一，　　・．モm，

　　’kakicuke’morote　keqte　tkuruke－de　jo：Nto：zjate
　　書きつけを　　　もらって　　　帰って　　　くるけれど，　　　四等の場合は，

　　oNna＄　i　jo　：ni　ohj　akusjo・：　si　te　hosi　t’e　・ome；
　　　同じ　　　　様に　　　お百姓仕箏を　　　．　して，　　そして　　　　あなた，．

　　jo　t“　te；　ka　tere　Ba　Nd　e’　ah　oku　sote　，s　」’　a：　araheN

　　　四等しか　　　　　とれなくて，　　　　ばからしくって　　　　しょうがない。

　　ho：　・j　a　joNto：　no　ho：　ga　i：Nzj　a　lf．　ede　buw　a・ri　wa
　　　そうだ，　　四等の　　　　　方が　　　　よいのだけれど　　　歩割りは。

　　ho・：j’a　buw・ariwana：　seNbecu　so：　se：demo　kuzu一一
　　そうだ。　　歩捌りはね一。　　　　　より分けを　　そんなに　しなくても，　　　屑米

　　me：　horikoNde　kurude　e：kedona：　i：kedorno
　　を　　　ほりこんで　　　　ゆくので　　よいけれどね一。　　よいけれど，

　　sore　’jaqPa　’to：kju：　’i．：　tose・：　g，a　kao　e：iz・j・／ario／

　　それは　やはり，　　等級が　　　　よいと　　　　　顔が　　よいでしょう．
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　　kao碧a　i：難。　，〔笑〕
　　顔が　　　　よいの？

xgN　huNtozjano　oNpasi　jQ：ni　・naNgi　site　huNde
　　ほんとにね，　　　　同じ1　　　様に　．　　難儀を　　　して，　　それでも，

　　庸，P，a鵬膨“、醜潔鴨累撃三等劉讐．ekど

　　ruto　i・qkie：　kao　sit／e，　，一keqte　kuru．uNde　eN，masa一
　　ると，　　大きなtt　　顔を　　して　．’帰．って　　　くる。　　それ．で　　えんまさ

　　鷲ZO．k密画∴sawanal〈恥∵〉課1ρn㌧’

　　，g，　iT｝eNtademo　gaqkg：de．，sikebi　」，aru　jo：na　mQ｝3de一
　　お前達でも，　　　　学校で．　　　　試験を　　　する　　様な　　　もので

　　劉e膿aさ潔、l」a鵬鰐slo：no＜物3＞膨，罰O

　　komes　i　Nt」　sa　pti　dakega　ic　ibaN　oh　j　ak　u，s　」：　o，　：・　，d　e　i　」・4z1一．

　　米審査だけが　　　　　　　　　　　一番　　　　　お百姓にとつ．て　t・t、　　．い・やで

　　jane　．：　kana　me　：ka　t．　a　pp：　t－emo　a’　kaN＄　i　o：　s一　u・　g，i　r　u・一　，’

　　　はない々｝な。　　　　目　fiが　　．　　足りなくても　．だめだし，　　多すぎる

灘鋤∵寵卯く理欝aざ・「魔3asi＞’bu．欽「帆q－

　　te　ome：　o．　：．　zq：　kakaqte　komeNna　mi／N，ga　te・nohi一
　　て．あなた，趨　　かかって　　米をね，　　皆　　てのひ

　　r　ee　：　n　of　e　t・e　，ko　3　aq　te　ki　ciNto　s，a，　q，　s／e　r．　u．＝t，　eei：　t．e・　：

　　らへ　　　のせて，　　こう　やって　“　きちんと　　　　しなさる。　　　よ．いかげん

　　頴回．雛鷲」a岬一〔笑1・＜’M㌧㌧N＞・・越を紫キy：te

　　．lg．　q．：．c　」，a　b］　，，　．hu　LR　d　e・　i，　c“d　e，　pap・　．　i．」　a・　l」　Rc　rueaj　a　t　o：　c　j’a　N，

　　母さんは…　　1それで　　　いつでも　，　いやがるじゃないかね，　．父さんは

　　耀螺融eゆ　　．．　．．．己∵
　　a：　ho：　N．　t，oja　ho　“K　oni　kem　e－ee：　ni　e，　tyv　a　i　jaj・aden　a．

　　アー　　dy－Xだ。　t，　　　本当に　　　　　　　　　　　　、　　いやだからね。
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A量5azjawa難a：onagobaqkaz毒akedo　hoNtoni　ilana
　　いやだよね一，　　　　　女の人ばかりだけれど，　　　　　　本当に　　　　いやな

　　　　　　サ　　mONZJa
　　ものだよ。

K：　mo：　Ukaqte　mau毛O　jarejareto　om◎U
　　もう，　　うかって　　　しまうと，　やれやれと　　　　　　想、う。

A　 U：N　 uN　 huNtoni　 hotok二esaN　 o茎）am．aNnaralq　　 〔笑〕

　　ターンウン・本当に　　仏さんを　　購なけれ｝ギならない・

　　㌍a畜霜「e聡購面呈蝦f＜K聖う：ぜ」a＞諺，

　　s。N惣a　mo鷺．jani：　sonomici　hee：rutona：
　　そんな　　ものだよね一　　　　その　　道へ　　入るとね一。

Ks6n。　mici　h　ee：rut。na：na：Ndem。◎Nnas玉k。t。
　　その　　道へ　　　入るとね一，　　　　　何でも　　　　　同じ　　　　　事，

　　黛aqko：dem・sikeNoa　ukar穏t◎jarejare
　　学校でも　　　　　　　　試験が　　　　　　うかると　　　　やれ、やれ，

A　U：N　UN　jarejareto　mo：
　　ターン　ウン，　やれやれと　　　　　思う。
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